
    
      
        
      
    

  










お嬢様は百合プレイをお望みです
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第一話　梨花は百合プレイに興味津々です













菊川きくかわ梨花りかは自分の部屋で、食い入るようにその本の表紙を見つめていた。これは、ついこのあいだ届いたばかりの教本である。

ピンク色に白いレース模様の縁取りがなされたこの本は人前で堂々と読むことができるかといえば……答えはノー。こうして夜中にひとりでこっそりとしか読むことのできない、秘密の本だ。

――まずは第一章。ええと、なになに……すべての始まりは愛撫あいぶから？

そして、なにはともあれ乳首だと書かれている。

「ち、乳首……」

声に出すと急に恥ずかしくなる。梨花は顔に両手をあてがって「んん、う～ん」と唸った。

「落ち着くのよ、私……！」

梨花はごくりと喉を鳴らしてワンピースの裾を捲り上げる。就寝前だったのでブラジャーはつけていなかった。

「こ、こうかしら……？」

薄桃色の乳頭をつまんでみる。こういうことは、まずは自分の体で実践だ。といっても、現在ほかに実践しあう相手もいない。

指でつまんだ反射で、わずかに硬くなった乳首をコリコリと嬲なぶってみる。ピンク色の小さな蕾が指に突き動かされている。

梨花は「うぅん」と唸った。

――くすぐったい……けれど、気持ちよくはないわね。

梨花が首を傾げると、眉の上で切りそろえられた黒い前髪がさらりと揺れる。

こういうことは、自分でするだけでは効果がないのだろうか。

――オナニーの手引き書ではないのだもの。

なにを隠そう、これは女性同士で愛しあう方法が書かれた教本なのだ。

梨花は教本を手に持ったままクイーンサイズのベッドにうつ伏せになった。腰まである長くまっすぐな髪の毛が背に広がる。

この家が他所よそよりも大きいという自覚はある。菊川財閥のお嬢様、と呼ばれているのも知っているが、だからといってほかのだれかよりも優れていると思ったことはない。

――すべては家の力。私には関係のないこと。

家柄を取ってしまえば、なんの変哲もない十八歳の大学生だ。

梨花はベッドから起き上がり、窓辺に立つ。もう夜の十二時をまわろうとしている時間なので庭はしんと静まりかえっている。

外灯の明かりに照らされた木々の葉は紅く色づいている。ボーン……と、遠くで柱時計の鐘が鳴った。

――今日から十一月ね。

梨花は息をつき、ふたたびベッドへと潜り込んだ。




翌朝、梨花は心を弾ませて食堂へ向かった。朝はいつもそうしてうきうきする。想い人に会えるとなればきっとだれだってそうなる。

「おはよう！」

溌剌はつらつと挨拶をして食堂に入る。そこにはすでに愛結里あゆりがいた。

「おはようございます、梨花様」

愛結里はほほえむと、梨花が椅子に座るのを手伝ったあとで向かいの席に腰を下ろした。彼女は使用人の子なので、対面で食事をするのはおかしいらしいのだが、頼み込んでそうしてもらっている。

――はぁ……今日もきれい……。

秋の紅葉もみじのような茶色い髪にはいつも天使の輪ができている。肩までのまっすぐなセミロングヘアには癖ひとつ付いていない。

「……梨花様？　どうなさいました？」

梨花がいっこうに食事をしないからか、愛結里が首を傾げる。そんな仕草もまた優美で、つい魅入ってしまう。

「な、なんでもないわ」

うろたえながら梨花は食事を始め、その後もちらりちらりと愛結里を盗み見た。

――成績優秀、品行方正な愛結里だもの。私よりもずっとお嬢様らしいかも。

それにひきかえ自分は……と、情けなくなる。

なにをやっても、どこをとっても並なのだ。成績も、容姿も。身長にいたっては百五十五センチと、むしろ低いほうだ。それにくらべて愛結里は、梨花よりも五センチほど高い。どんな服も似合って、着こなしてしまうし、さまになる。

今日の愛結里は黒っぽいニットシャツに白い七分丈のパンツを穿いている。スタイリッシュだ。自分には到底、似合わない服装である。

食事を終えた梨花は愛結里とともに大学へ向かう。ふたりは学年は異なるものの同じ大学に通っている。

「それでは梨花様。また夕方に」

「ええ。送ってくれてありがとう」

一年生と三年生では講義室が違うのだが、愛結里はいつもついてきてくれる。

三年生である愛結里の講義室はここから遠い場所にあるので、申し訳ないと思いながらも送迎を断れないでいる。

――だって、少しでも長く愛結里と一緒にいたいもの。

わがままであり、甘えているという自覚はある。だが梨花は愛結里のことが好きすぎてたまらないのだった。

夕方、帰宅した梨花は食事を済ませたあとで愛結里を私室に招いた。

ここ数年、勉強は愛結里に教えてもらっている。

愛結里は「きちんとした家庭教師のほうがよろしいのではないですか」と言い、梨花に勉強を教えることをためらっていたが、朝食を一緒にとるのと同じで、頼み込んでそうしてもらった。

「それでは始めましょうか」

少し低めの、それでいて透き通った声で愛結里が言った。

愛結里はいつも落ち着いた物腰で話す。口元には常に微笑が浮かんでいる。そのせいか、二十歳という年齢よりも上に見られることが多い。

童顔の自分とは相反する彼女を、梨花はいつも羨望の眼差しで見ている。

中央で分けられた長い前髪から覗く大きな瞳。長い睫毛。近くで見ると、肌がとてもきめ細かいことがわかる。

その肌に触れてみたい衝動に駆られる。

――どんな手触りかしら……。

きっと、とてつもなく滑らかだ。梨花は愛結里の顔ばかり見つめていた。

「……梨花様？　聞いていらっしゃいますか」

「えっ」

サイドテーブルの上に肘が当たる。そこに積み上げていた本がバサバサと落ちていく。

梨花が慌てているあいだに愛結里は席を立ち、落ちた本を拾い集めた。

「あ、いいの、私が……」

そう申し出ても、時すでに遅し。

いちばん下に隠していた百合プレイ教本を手にしたまま、愛結里は固まっていた。

梨花の顔は一瞬で青ざめる。

――どっ、どどど、どうしましょう!?

いついかなるときも取り乱してはいけないという菊川家の教えに従い、大声を出すことはなかったが内心ではたいへん混乱している。

――見られてしまったわ、この卑猥な本を！

百合プレイ教本はカーペットの上に落ちたばかりでなく、あろうことか女性と女性が艶なまめかしく体を絡ませているページが開いてしまっていた。

落ちた弾みでそうなったのだろう。そのページは穴が空きそうなほどしげしげと眺めていたので、開き癖がついていたのかもしれない。

それを愛結里に悟られるのも恥ずかしくて、梨花はなにも言えずにいた。

愛結里は形のよい眉をひそめて教本を凝視している。清楚な愛結里に、なんてものを見せてしまったのだろう……と、梨花は罪悪感に苛さいなまれた。

「梨花様は、その……」

愛結里は口元に手を当てて、視線をさまよわせながら言う。

「こういったことにご興味が？」

愛結里の頬は薔薇色ばらいろに染まっていた。純情を思わせる反応を見せられ、胸がきゅんと締めつけられる。

「ええ……そうなの。ねえ、私と試してみない？」

とたんに重苦しいまでの静寂に包まれる。

――私ったらなにを言っているの!?

愛結里の姿が可憐すぎて奇妙な提案をしてしまった。だからこの失言は愛結里のせいだ、などと心の中で責任をなすりつける。

愛結里は目を丸くしていた。無理もない。梨花はというと、なんとかして口元を吊り上げてほほえみを作るだけで精いっぱいだった。

――けれどこうなってしまったからにはもう、あとには引けないわ！

「愛結里は、いやかしら？」

つんとすまして尋ねれば、しばしの沈黙があった。

いっそここではっきり「いやだ」と言ってもらえれば諦めがつくというもの。同性への恋心など、捨ててしまうべきなのだ。

「……いやだとは、思いません」

感情を殺したような、静かな声。

本心なのか、あるいはこちらを傷つけないためにそう言っているのか、わからない。

――わからないけれど、これはチャンスだわ。

「いやじゃ、ないなら……しましょう」

立ち尽くす愛結里の手を取り、ベッドへと誘う。愛結里と手を繋いだのはいつぶりだろう。

愛結里に対して不埒ふらちな感情を抱いてからは、初めてのことだ。

梨花は戸惑う愛結里をベッド端に座らせた。愛結里の手に持たれたままになっている教本を指さす。

「まずは、この……あ、愛撫というものを……」

年上の幼なじみの両肩がビクッと揺れた。

「乳首を、ええと……つまんで、ほしいの」

虫の鳴くような声になってしまった。

怖がっていると思われたくないから、毅然きぜんとしていたいのに、できない。

正直なところ、怖い気持ちはある。まったく足を踏み入れたことのない、未知の領域だからだ。しかしそれ以上に触ってもらいたかった。ほかのだれでもなく、愛結里に。

「では、服を」

愛結里が端的に言った。

――そうよ、服を脱がなくちゃ……。

乳首をつまんでもらうことは不可能だ。いや、服の上からでも可能だとは思うが、それでは満足できない。

――じかに触ってもらいたい！

込み上げてきた欲求に抗えない。自分はこんなにも意志が弱かったのかと落胆しながらも、性的な衝動を抑えきれなかった。

「……ファスナーを下ろしてくれる？」

梨花はくるりと身を翻ひるがえして愛結里に背を向ける。

両手を使えば自分でファスナーを下ろすこともできるが、いまは緊張のせいでうまくできる自信がなかった。

――けれど、ファスナーを下ろさなかったらスカートを捲り上げるしかなくなっちゃうもの！

そんなあられもない恰好になるのはさすがに避けたい。恥ずかしすぎる。

そんな梨花の葛藤を知るよしもなく、愛結里は「はい」とだけ答えて、菊の花が散ったワンピースのファスナーを引き下げていく。

ファスナーが下がるときの音なんて、これまで気に留めたこともなかった。

それなのにいまは、ジーッ……という音がやけに耳を打つ。

まだ、背のファスナーを下ろされただけだ。たったそれだけだというのに、心臓がバクバクと高鳴っている。虚弱体質とはほど遠く、丈夫だけが取り柄なので倒れるようなことはないだろう。

それでも漠然とした不安に駆られる。このまま肌を晒さらしたら、どうなってしまうのだろう……と。

――落ち着くのよ！　私が望んだことなのだから。

こういうときはやはり確固たる意志を持って行動しなければならない。堂々と、胸を張って。

愛結里との百合プレイを実践するのは悲願だった。ここで怖じ気づいて弱腰になっていてはいけない。

背筋を伸ばして愛結里のほうへと向き直り、自らワンピースの袖を肩から落とす。

ドクン、ドクン。

オフホワイトのブラジャーが露わになる。下端に淡いピンク色のフリルレースがついたものだ。

下着姿を同性に晒すのなんて、どうということはないはず。それなのに、いま目の前にいるのが愛結里だというだけで心臓がとたんに早鐘を打ち、背を向けて逃げだしたくなってくる。

愛結里に見られるのが嫌だと思っているわけではない。ただただ恥ずかしい。

「……梨花様？」

腰にワンピースをもたつかせたまま硬直している梨花を見かねたのか、愛結里が呼びかけてきた。

梨花は短く息を吸い込んで「はいっ」と答える。

「な、なぁに」

自分がいまどんな顔をしているのか、わからない。緊張と羞恥しゅうちでひどく混乱していた。

「いえ……すべてはお脱ぎにならないのかな、と」

静かに尋ねられた。ますます頬が熱を持つ。

せめて上だけでもすべて脱がなければ、乳首をつまんでもらうという要望を叶えてもらえない。

「脱ぐ、わ」

すっ、はっ、すっ、はっ……と、忙しく呼吸をしながら自分の背中に腕をまわす。

指がもつれて、なかなかホックを外せない。

「お手伝いしましょうか」

着替えを手伝うときのように、愛結里が申し出てきた。

和服を着るとき、愛結里に手伝ってもらうことはある。しかし下着の着脱までは、手を借りたことはない。

梨花は頬を真っ赤に染め上げながらこくりと頷く。それを認めると、愛結里は緩慢な動きで梨花の背へ両手を伸ばした。

梨花の指に愛結里の指が重なる。そうしてすぐに愛結里の指がブラジャーのホックを弾いた。

あまりにもあっさりと愛結里がそうするので、梨花としては情けなくなってしまう。

――でもこれで、ブラジャーを脱げば……上は裸よ。

上半身は、裸。

その事実をあらためて認識すると、凄まじいまでの熱が手や足の先から込み上げてくる。

緩くなって、ほとんど機能していないブラジャーだというのに、胸の前から取り去ることができなかった。

「このままでも……その、つまめるとは思います」

愛結里が遠慮がちに言った。

「じゃあ……そうしてくれる？」

胸を晒さずに済むのならそのほうがよいのではないかと思った。

ブラジャーと素肌の隙間を縫って、愛結里の両手が入り込んでくる。

――両方つまむの!?

どちらか片方だけだと思っていた梨花は動転する。しかしながら『拒む』という選択肢は微塵みじんもない。

――乳首をつまんでほしいって頼んだのは私なんだから！

愛結里がブラジャーの中で手探りする。柔らかな指が乳房ちぶさに触れてくすぐったい。梨花は内股をもじもじと擦り合わせる。

少し冷たい指先が乳輪にゅうりんを掠かすめた。

「ぁんっ……！」

信じられないような高い声が出て焦る。自分の口から発したとは思えないほど甘さを含んでいた。

梨花は唇を小さく震わせながら胸元を見る。ブラジャーに隠れているので、愛結里の指がいつ乳頭に触れるのか、はっきりとはわからない。

それでも感覚を研ぎ澄まして、愛結里の指先を感じる。

「こう……ですか？」

二本の指が、ふたつの膨らみの先端をつまみ上げた。

「ふぁあ……っ」

意図せぬ嬌声きょうせいを上げて梨花は体をくねらせる。

――ひとりで……自分でしたときとは、ぜんぜん違う！

くすぐったさよりも気持ちよさのほうが圧倒的に勝まさっていた。

「……いかが、でしょうか……梨花様」

愛結里が自信なげに訊いてきた。

「そ、そう……そうよ、愛結里」

教本を読んだというだけで経験値などまったくないのに、偉そうになにを言っているのだ……と自分自身を咎とがめながらも、乳首をつままれているのが嬉しくて、気持ちがよくて高揚する。

「これから、どうすればよいのでしょうか」

愛結里は頬を朱に染めて困惑している。

理性の残らない頭で、必死に教本の内容を思いだす。

「引っ張る……のだったわ」

「引っ張る、のですか」

おうむ返しするなり、愛結里は控えめに乳首を引っ張った。ブラジャーの中ではきっと薄桃色の棘とげが形を変えていることだろう。

愛結里の細長い指が引っ張っているその二点へ、すべての神経が集中していくようだった。

「んん、あ……はぁっ……」

「硬く……なっていきます、どんどん」

「そ、そうね……。あ、んっ……」

息遣いが荒くなってくる。どれだけ整えようとしてもだめだった。

「このあとはどうすれば？」

「え、ええと……ぐるぐる、回す……？」

疑問形になってしまった。愛結里が息を呑むのがわかる。

「……はい」

愛結里の指先が円を描きはじめる。痛くないようにと気遣ってくれているのか、ひどく緩慢かんまんだ。

――愛結里が、私の乳首をつまんで……ぐるぐるしてる。

乳頭がどんどん硬くなっていくのが感覚でわかった。

――気持ちいぃ……っ！

心の中で叫ぶ。ゆっくりとした動きがじれったくもあるのだが、それがまたいい。よすぎて、目眩めまいを起こしてしまいそうだった。

「あふ、んぅっ。あ……あん、んっ」

乳首の先端がブラジャーの生地に擦こすれ、また別の快感に襲われる。梨花は黒髪を揺らしながら身悶えした。

「次は……？」

薄茶色の透き通った瞳が見つめてくる。その双眸そうぼうでなにもかもを熱せられてしまう。冷静な振る舞いなんて、もうできない。

「指先で……はぅっ……つっつく、の……！」

愛結里はなんでも忠実にこなす。ふたつの尖とがりを指先でちょん、ちょんっとつつかれた。

「あぁっ……ん、あぁあっ！」

口を閉じる暇いとまがないくらい、ひっきりなしに喘あえいでいる。走ったわけでもないのに呼吸が乱れ、愛結里の指を伴ったまま胸は上下に揺れ動く。

熱い視線を注がれた。次はどうすればよいのか、と問いかけられている。

「あぁん、あっ……お、押し嬲なぶって……？」

願いを口にすれば、指でぐりぐりと乳頭にゅうとうを潰された。

「はぅうぅう！」

弄いじられているのは乳首だというのに、下腹部が熱くなっていく。

「な、なんだか……あぁっ、へん……っ」

「へん……ですか。どのように？」

「あ、熱くて……うずうずして、へんなのぉっ……」

眉根を寄せて訴える梨花を見て愛結里は息を呑む。

「お体のどのあたりが？」

尋ねられても、すぐには答えられない。

――だって、用を足すところなのだもの！

その箇所の名称はさまざまだ。陰核だとか花芽はなめだとか、快楽の肉粒というふうに教本に書かれていた。

わかっていても、口に出すのは恥ずかしい。梨花は「あぅ、あの、うぅ……」と口ごもる。

「こ、ここぉ……っ」

そうして結局、指し示すことにした。足の付け根を押さえる梨花を、愛結里は指を休めることなくじいっと見つめる。

「その箇所について……本にはどう書かれていましたか？」

「まだ、ちゃんと……読んでな……ぃ、あぁっ……」

きゅっ、と強く乳首を刺激された。

「どういった異変が起きているのか、確かめてもよろしいですか」

心配そうな面持ちで愛結里が言うので、梨花はこくこくと首を振ってふたつ返事をする。

「では……スカートを捲りますね」

そう言うなり愛結里は片手でスカートの裾を掴んで引き上げた。もう片方の手は変わらず乳首に添えられている。

「脚を少し開いていただけますか？　でないと……その、確認できませんので」

「んぇっ、え……ええ」

おずおずと脚を左右に広げる。愛結里は真剣な眼差しで梨花のショーツを覗き込む。

いっぽう梨花は、自分でその箇所を確かめるのが怖かったので、ぎゅっと目を瞑っていた。

「ショーツに……濡れ染みができていますね」

「えっ……？」

一瞬、頭の中が真っ白になった。愛結里の言葉が何度も繰り返される。

――濡れ染み？　そんなところに？

ブラジャーと揃いの白いショーツのクロッチ部分は楕円形だえんけいに濡れていた。

取り乱してはいけないという家訓はどこへやら、梨花は大いにうろたえる。

「やだ、私……！　わっ、私……も、漏らして……？」

「いえ……。快感を覚えると、そこが濡れるのだと聞いたことがあります。尿とは別のもので」

いったいだれにそんなことを聞いたのだろう。気にはなったが、問い詰めることはできない。いまもなお愛結里の視線は下半身に集中していた。

「疼うずくのはもしかして……ここ、ですか？」

濡れたショーツ越しに敏感な肉粒を押された梨花は「きゃぅんっ！」と声を上げて背を仰け反らせる。

「あぁ、あっ……ん、そこ……うぅ、んんぅっ……」

――私……やっぱりおかしい！

胸を見られるのは恥ずかしい、だから見せなくていい。そう思っていたはずなのに、いまは愛結里の双眸に向かって乳房を晒さらしたくてたまらなくなっている。

梨花は「はぁ、はぁっ」と息を荒らげながら自らブラジャーの肩紐を落とす。

愛結里は一瞬だけ手を止めたものの、下着の肩紐をもとの位置に戻すようなことはしなかった。重力に負けて落ちていくブラジャーを、そのまま黙って見ている。

そうして愛結里の両眼が梨花の乳房を捉える。薄桃色の棘は目が覚めるように鮮やかで、尖りきっていた。

――見られてる……愛結里に……！

ふつふつと湧き上がってきた悦びに呑み込まれ、梨花は「ふぁぅ……」と声を漏らす。

白いブラジャーはいまだに手首のあたりに留まっている。完全に脱ぎ去っているわけではない。それがひどく淫靡いんびに思えた。

愛結里は剥むきだしになった梨花の乳首を指で扱しごき上げながら、右手の指で執拗しつように肉粒を押す。

「ふぁあぁあっ……！」

いまだかつて経験したことのない快楽に襲われた。得体の知れないなにかが下腹部からせり上がってくる。

――ううん、集まってくる……？

愛結里が指で押し続けている陰核の奥へと、なにもかもが収斂しゅうれんしていくようだった。

「だめ、私……あぁ、きもちいぃっ……きもちぃの、あゆりぃいいぃ……！」

ドクッ、ドクッ、ドクッ……。

下腹部を中心に脈動が生まれ、快楽が弾ける。

体に力が入らなくなった梨花はベッドに倒れ込んだ。

「大丈夫ですか……？」

愛結里は頬を紅潮させて梨花に顔を近づける。乳房はいまだに曝さらけだしたまま、スカートだって捲り上がった状態だった。

「愛結里も……脱いで？」

唐突に言ったからか、愛結里は「え」と短く発して固まる。

愛結里の素肌を見たい。見たくてたまらない。女性同士が絡み合うあのページを見すぎたせいだろうか。

――ううん……愛結里の裸を、見たいの。

ほかのだれかではなく、愛結里がいい。彼女でなければだめだ。

愛結里は梨花のどんな願いも叶えてくれる。

目を伏せて恥ずかしそうにしながらも、愛結里はニットシャツと七分丈パンツを脱ぎ、黒いブラジャーを外した。愛結里が身につけているものは黒いショーツのみになる。

「……っ」

躍りでるようにして晒された乳房は豊満で、愛結里が少しでも身じろぎすれば大きく横揺れした。

ベッドに横たわったまま愛結里の乳房を見上げていた梨花だが、勢いよく起き上がる。そうして愛結里の乳房を間近で見つめる。

「愛結里の胸……すごく大きい。それに形もよくて……乳首が、鮮やかなピンク色」

頭で考えたことを無意識に口に出してしまっていた。

「……そうですか？」

耳まで真っ赤に染めて愛結里がそう答えたことで、心の声が漏れていたことに気がつく。梨花もまた赤面する。

「乳首が……尖っているわ」

ぽつりと言うと、愛結里はますます頬を染めた。

「これは……その……。……申し訳ございません」

「やだ、謝らなくてもいいのに」

むしろ嬉しい。素晴らしいご褒美だ。勉強のあとにはいつもそうして胸を見せてほしいと頼んでみようか。

――いいえ、そんなことを頼んだら変態だわ！

百合プレイの実践を強要している時点で相当なものだということは度外視して、梨花は落ち着き払ったふうを装う。

先ほどはかなり乱れてしまった自覚があるので、少しは冷静に振る舞いたい。

「私も……触るわね」

おそるおそる両手を伸ばし、愛結里の乳首をつまむ。なんとも形容しがたい、極上の手触りだった。

――柔らかいのに、硬いっていうか……。

そしてにわかに湿っているような気がする。梨花は乳首の手触りに夢中になって指の腹を擦り合わせた。

「……ん、んんっ」

抑えた嬌声きょうせいだ。脇腹のあたりがぞくぞくと震える。

梨花の乳頭はひとりでに尖っていた。そこを愛結里が再度つまむ。

「ひぁんっ……！」

「んぁ、あっ……」

ふたりは艶めかしい表情を浮かべて乳首をつまみあう。

「ねえ……気持ち、いぃ？」

愛結里がこくりと頷くのを見て、梨花は言葉を足す。

「愛結里の乳首、硬い」

「……梨花様だって」

それからはひたすら快感を求めて指を動かした。梨花の指が激しくなれば愛結里もそれに追随する。逆もまた然りだ。

「どうしよう、どうしようっ？　どんどん、気持ちよくなるのっ……！」

「いいと……思います。私も……気持ちがよくて……う、うぅっ」

梨花はふと愛結里のショーツに目を遣る。黒い下着なので、染みができているかどうかはよくわからない。

片手をそっと伸ばし、黒いショーツのクロッチ部分に触れる。しっとりと濡れていた。

「愛結里も、きもちぃの？」

「う……っ。は、い」

嬉しくなって、そのまま愛結里の陰核を押す。すると愛結里もまた梨花の花芽を弄いじりはじめる。先ほどよりももっと、そこは濡れていた。

「あぁ、あっ……きます、梨花様……っ。私、もう……っ、あぁ……！」

「い、一緒に……愛結里……あゆりぃいっ……！」

ふたりは名前を呼び合って絶叫しながら、同時に恍惚境こうこつきょうへと昇りつめた。




梨花は真剣な表情でスマートフォンの画面をスライドする。

『ミナゾン』は、ポチッと一押しすれば欲しいものが手に入る、魔法のようなショッピングサイトだ。

――次はこれにしましょう。ああでも、ちょっと過激すぎる？

迷いに迷っていたせいで、愛結里が部屋に入ってきたことに梨花は気がつかなかった。

「梨花様？」

「ひゃいっ!?」

突然、呼びかけられた弾みで『購入』ボタンを押してしまう。

「ああ～～……」

いや、これでよかったのかもしれない。どうしたって欲しい教本だった。

「どうなさいました？」

近づいてくる愛結里のほうを振り向いた梨花はスマートフォンで口元を隠しながら「愛結里のせいなのだから責任を取ってね」と告げた。






















第二話　愛結里は百合プレイに悦んでいます













日本有数の財閥である菊川家の洋館は広大だ。敷地にしても、端から端まで歩こうものなら一時間はかかる。

洋館の西側には使用人のための棟がある。井戸いど愛結里あゆりはそこに住んでいた。

井戸家は代々菊川家に仕えてきた。愛結里もまた両親と同じように、大学を卒業すれば菊川家に正式に雇われることになっている。

十一月に入って一週間。このところ特に朝晩が冷える。洗面台で顔を洗った愛結里は、日に日に水が冷たくなっていくことで季節の移ろいを感じた。

茶色い髪に櫛を入れて整える。髪は癖が付きにくく、長さも肩までしかないので手入れはしやすい。

部屋の壁に掛けている鳩時計が朝の六時を告げる。

――梨花りか様はまだぐっすりとお眠りになっている頃だ。

菊川財閥の一人娘であり、仕えるべき主あるじ。いまは見習いだが、大学卒業後は正式に梨花の世話係に任命される予定だ。

母親の話では、梨花が生まれたときから自分たちは姉妹のようにして遊んでいたらしい。

記憶があるのは八歳くらいからだ。梨花は二歳年下なので、六歳である。

日が暮れるまでふたりで一緒に過ごした。

梨花はいつも菊柄のワンピースを着ていた。前髪は眉の上で一直線に切りそろえられ、腰まである後ろ髪にしてもそうだ。

――お人形さんみたい。

そう思っていたことをよく覚えている。

十年あまりが経ったいまでもその印象は変わらない。

梨花は小柄だ。自分は梨花よりも五センチほど身長が高いので、いつも少し見下ろす恰好になる。

可憐で神秘的で、そして聖域のような女の子。

――それなのに私は……。

一週間ほど前のことだ。梨花に手を出してしまった。いくら梨花本人に乞われたからといって、本当によかったのだろうか。

性的な知識は、その手の話が好きな友人から小耳に挟む程度だった。これまで、梨花に対して性的な欲求をまったく抱かなかったかといえば嘘になる。

いまでも梨花の乳首は脳裏に焼き付いている。その感触もだ。

――梨花様の素肌を知ってしまったのは……よくなかった、絶対に。

倫理的りんりてきにもそうだし、なによりも自分自身が『また触れたい』と思ってしまっているところがいちばんいけない。

――忘れよう。

洗面台の蛇口から出てくる冷水でふたたびバシャバシャと顔を洗ったあと、愛結里は私室へ戻り、学習机の前に座った。

梨花が食堂へ行く時間まで予習と復習をする。特段、テスト前だというわけではなく日課だ。

梨花の隣にいて恥じないよう努力は決して怠らない。

――優秀でなければ、梨花様のお側に置いてもらえない。

愛結里はしばらく集中して、黙々と勉学に励んだ。

ところが一時間ほどが経ち、梨花と顔を合わせる時間になると、先日の出来事が頭を擡もたげる。

艶なまめかしい梨花の裸体。下半身は服や下着に覆われていたので全部ではない。

すべて見たいと思い至ってしまった自分が恐ろしくなる。

愛結里はぶんぶんと首を横に振る。

――そもそもなぜ梨花様はあんな本をお持ちだったんだろう？

梨花はもう十八歳なのだから、そういった本を買ったり読んだりしていても問題はない。

彼女は清楚で可憐な見た目とは裏腹に気さくな性格だ。大学では友人も多いようだから、だれかに影響されたのかもしれない。

ちくりと胸が痛んだのは、顔も名前も知らない『だれか』が梨花に影響を与えていると認識したからだ。

腹の底になにか黒いものが溜まっていくようだった。

――いや、だれかに影響されたなんて……ただの憶測だ。

湧き起こった感情を払拭するように愛結里は両頬をパン、パンッと叩く。

梨花はきっとそういうことに興味があるお年頃なのだと、真意を確かめもせず自分に言い聞かせる。

愛結里は教科書を閉じて鞄に詰め込んだあと、梨花のいる本館へ向かった。

「おはようございます、梨花様」

食堂で梨花と会う。

「おはよう、愛結里」

輝かんばかりの笑みは朝陽よりも眩しい。梨花は白いワンピースが本当によく似合う。

見とれて立ち尽くしていると、梨花に「どうしたの？　座って？」と促された。

「はい」と返事をして梨花の向かいに腰を下ろす。

本来なら、主である梨花と愛結里が顔を突き合わせて食事をするのはおかしいのだが、梨花に「朝食くらいだれかと一緒にとりたい」と頼み込まれてそうしている。

梨花の両親は多忙で、食事の席にはほとんどいない。

一人で食事をする梨花は寂しそうで、いつもいたたまれなかった。

――私が少しでもお役に立っているのなら、いい。

梨花は一緒に食事をしてくれるのならきっとだれでもよいのだと思う。たまたま、身近に自分がいたというだけ。それでも、彼女の役に立つことを生きがいとしている愛結里には栄誉あることだ。

「ねえ、愛結里。今日の夜……ええと、八時に……浴室へ来てくれない？」

「浴室、ですか」

「ええ。一緒に……お風呂に入りたいの」

どきりとする。

最近は一緒に風呂に入ることはなかった。五年ほど前が最後だ。

しかし求められれば、どんなことでも応じる。大事な主だ。梨花の願いはどんなことでも叶えたい。

愛結里は「かしこまりました」と答えた。




夜、愛結里は着替えを持って本館の浴室前に立っていた。二十分前からそうしている。時間を決めて待ち合わせたとき、梨花よりも遅く来ることはないが、それにしても今日は早く来すぎた。

どうにもこうにも落ち着かず、早足になってしまったというのもある。

約束の時間になると、梨花が小走りでやってきた。

「ごめんなさい、待たせたわね？」

「いいえ、そのようなことは」

嘘ではない。梨花を想いながら時間が過ぎていくので『待っていた』という感覚は薄い。

梨花は大きな黒い瞳をほんの少しだけ揺らし、ぷっくりとした瑞々みずみずしい唇の端を上げて「入りましょう」と言う。

ふたりで浴室の中へと入る。梨花はどういうわけか内側から施錠した。ふだん、内鍵はかけない。

梨花がそうした理由はすぐにわかる。

「愛結里。今日は……これを試したいの」

明瞭な声でそう言って、梨花は百合プレイ教本を掲げている。

教本が、以前見たものとは違う。梨花はいったい何冊、この手の本を隠し持っているのだろう。

梨花の態度は毅然きぜんとしたものだったが、教本を持つ手はわずかに震えていた。

――恥ずかしがっていらっしゃる？

きゅっ、と胸の奥が締めつけられる。

「仰せのままに」

梨花の要望にはなにがなんでも応えたい。失望など絶対にされたくない。

愛結里は梨花から本を受け取ると、開かれていたページを読み込んだ。なかなか刺激的な内容だ。戸惑う気持ちは多少あるが、それよりももっと大きな感情があった。

――また梨花様に触ることができる！

飛び上がって喜びたいくらいだったが、そんなことはできない。

主の感情を最大限に引きだすため、自分の感情を表に出してはならないと言われて育った。

自分の感情を主にぶつけてはならない。己を殺すことで主の自由を保つのだ。使用人の家系ならではの教育だと思う。

己を殺すといっても、常に無表情というわけではない。それでは主を不愉快にさせてしまうから、いつも微笑をたたえている。感情の読めない顔だとよく言われるが、井戸家の者としては最高の褒め言葉だ。

「着替えをお手伝いします」

あらためて言うようなことでもないのだが、口に出した。梨花はそれだけでほんのりと頬を朱に染めている。

――着替えというか……服を脱がせるということだ。

梨花もそれは理解していると思われる。

――私は、梨花様に意識されている……？

とたんに愛結里は破顔する。いつもの微笑が崩れて満面の笑みになってしまったが、梨花はいま後ろを向いているので許してほしい……と、だれに言うでもなく弁明した。

愛結里は慣れた手つきで、梨花が着ているワンピースの背のくるみボタンを外していく。

しだいに露わになっていくのは、透けるように白い肌。梨花は緊張しているのか、微動だにしない。

――緊張しているのは私も同じ。

表情や態度に出ないというだけで、先ほどから心臓は壊れそうな勢いでバクバクと高鳴っている。

菊の花が流水に揺蕩たゆたうようすを描いた白地のワンピースの袖を肩から落とし、足先まで丁寧に持っていって脱がせる。

脱いだ服はきちんと折りたたんで脱衣所の籐籠とうかごに入れた。

梨花は壁のほうを向いたまま、相変わらず固まっている。

――誘ってきたのは梨花様のほうなのに。

いや、かといってもしも梨花が手慣れた雰囲気を醸しだしていたら、かえって気落ちしそうだ。

穢けがれを知らない肌だと思うと、やはり聖域めいた考えが脳裏をよぎる。

きっと、手を出してはいけない。わかっているのに、両手が勝手に動いて梨花のブラジャーのホックを弾いた。

梨花の両肩がぴくっと震える。

ブラジャーを取り去れば、残りはショーツだけ。透け感のあるレースのショーツに覆われた、小さなお尻をじいっと見下ろす。視姦という言葉がいまほどふさわしい場面はほかにない。

ショーツの端に手をかけて、そっと引き下ろす。

張りのある双丘そうきゅうは光の加減で、やけに艶めいて見える。

愛結里はごくりと喉を鳴らす。梨花のショーツは太ももでもたついたままだ。ついまじまじと凝視してしまう。

「……愛結里？」

不安げな、か細い声だった。

「は、はい」

上ずった返事をして、ショーツを一気にくるぶしまで引き下げて脱がせた。

梨花がとうとう裸になる。神聖な後ろ姿だった。絵画として残しておきたいくらいだと思うのに、ほかのだれかがそれを鑑賞するのは許せないと考えてしまった自分がいる。

深呼吸をして、自分の服も脱ぐ。黒いブラウスのボタンを外し、中に着ていたブラジャーも、一緒くたに丸めて籐籠に入れた。

梨花が白系の服を好むいっぽう、愛結里は黒い服を着ていることが多い。ただ、全身真っ黒だとあんまりなので、ボトムスには白やライトグレーなどの色を合わせる。

すべて脱いだあと、浴室内へ足を踏み入れる。

浴室はとてつもなく広い。大理石の円形浴槽は、二人で入るにはじゅうぶんすぎるほどの大きさだ。

ふだんは使用人棟の風呂に入るので、この浴室には数年ぶりに来た。

使用人棟の風呂だって、足を伸ばせるほど広いので不満などないが、この風呂は旅館やホテルにあるようなものなので非日常感がある。

「お体を洗わせていただきます」

梨花に見せてもらった百合プレイ教本の内容を思いだしながら言った。教本によれば、相手の体を洗いながら愛撫をするらしい。

「え、ええ……お願い」

ボディーソープをたっぷりと手に取り、泡立てる。

梨花はこちらには背を向けて風呂椅子に座っている。両手は頑なに胸元を押さえている。まるで胸を守っているようだった。

「腕は……体の横に置いていただかなければ、洗えません」

ごく穏やかに、諭すような声音で告げる。警戒心を解いてもらわなければ『気持ちよく』はなれないと、先ほど読んだ本に書かれていた。

梨花は赤い頬でちらりとこちらを見ると、小さな声で「わかったわ」と答えたものの、両手は胸の前からいっこうに動かない。

愛結里はそれ以上はなにも言わず、代わりに梨花の肩にそっと両手を置いた。

肩を跳ねさせたあとで、梨花は観念したようにゆっくりと両手を下ろす。

――強請ねだったのは梨花様なのに。

梨花は深く頭こうべを垂れて俯うつむいている。欲求と羞恥心の狭間で葛藤しているのだろうか。

愛結里はこっそりと息をつく。

そんなふうに葛藤している梨花が愛しくてたまらない。彼女を困らせてみたいという感情がふつふつと湧いてくるのを、なんとかして抑え込む。

――主を困らせようとするなんて、使用人失格だ。

厳密には『使用人の子』なわけだが、梨花が菊川財閥を継いだ暁には第一線で役に立てるようにと考えている。

――ずっとそばにいたいし、ずっと必要とされたい。

泡だらけの両手を、肩から腕のほうへと動かす。ボディーソープのおかげですべりがよいのだが、それでなくても梨花の素肌は滑なめらかだ。

全身を撫でまわしたい衝動に駆られたが、堪える。教本によれば、じっくりと両手を這わせていくことが肝要なのだという。

愛結里は必死に自制しながら、両手で梨花の素肌を探る。

いっぽう梨花は、腕に触れられるだけでもくすぐったいらしく、身を竦すくませていた。

梨花は気がついていないようだが、正面に造りつけられた大鏡には曇り止めが施されており、梨花の表情を如実に映しだしている。

胸元は、あえて見ないようにしていた。そこを見ればきっと、すぐにでも触りたくなる。

それが自分自身を焦らすことになるのだと自覚のないまま愛結里は梨花の脇腹をそっと撫で上げた。

「ふ、ぅ……」

あえかな息遣いで梨花は体を捩よじる。そのか細い声をもっとよく聞こうと、愛結里は身を屈めて梨花の顔へと耳を寄せた。

鏡で梨花の反応を確かめながら、膨らみの下端かたんを押す。

「あっ……！」

梨花の高い声が耳朶じだをくすぐる。その声ひとつで、気が高揚した。梨花のことが愛しくてたまらない。もっともっと触りたくなる。

梨花は華奢きゃしゃだが乳房はたっぷりとしている。椀をひっくり返したような綺麗な形を崩してしまうのはもったいないと思いながらも、そうせずにはいられない。

愛結里は梨花の双乳そうにゅうを両手で掴み、ぐにゃぐにゃと揉み込む。

「やぁっ、あぁん……っ！」

とたんに大きな声で喘ぎだした梨花の顔を、鏡越しに見つめる。

眉根を寄せているので辛そうにも見えるが、頬だけでなく耳まで真っ赤になっていた。

――興奮していらっしゃる。

ぞくぞくとした悦びが駆け巡る。

梨花の乳房をじかに見たくなって、肩越しに覗き込む。梨花の黒髪は湯気に濡れて、素肌に張りついていた。

ふたつの膨らみは泡まみれになっていたが、乳首にはまだ触れていないので、そこだけは色がよくわかる。

鮮やかな薄桃色を、つい食い入るように見つめてしまう。触れてもいないのに尖とがっている。見るからに硬そうだ。

「や……そんなに、見ちゃ……いやぁ……っ」

梨花はふるふると首を横に振っている。

「申し訳ございません」

謝りながらも、その箇所を見ないでいることなんてできないと思った。どうしても惹きつけられる。

しかしながら――心からのものかはわからないが――嫌がる素振りを見せられてもなお不躾ぶしつけに眺めているわけにはいかないので、鏡越しに観察することにした。

薄桃色の乳輪にゅうりんを擦さする。

「ふぅ、あっ……はぁん……」

吐息混じりの嬌声は艶なまめかしい。

すぐにでも乳首を引っ張り上げて弄いじり倒したくなったが、我慢だ。

――焦じらさなければ。

愛結里はごく真面目に教本に従って行動する。

乳輪の端と端を親指と中指でそれぞれつまんで揺らすと、乳首が小躍りする。

「はぅっ、あっ……あぁっ」

梨花はお腹まわりに両手をあてがい、足の付け根はしっかりととじ合わせた上で自身を抱きしめるようにして悶えている。

乳首は、もうこれ以上はないというくらいに尖っている。そろそろ触りどきかもしれない。

愛結里は泡にまみれた指先でつんっと乳頭にゅうとうをつつく。

「ひぁあっ！」

叫んで全身をびくっと上下させる梨花を見て、愛結里は愉悦に浸る。

「硬い……ですね」

梨花の耳元で囁ささやいてみる。

「んふぅ……」

そんなこと言わないで、というように梨花は緩ゆるく首を振る。かわいらしい。

下から上へと指で乳頭を弾く。そのあとは上から下へと嬲なぶる。しだいに素早くした。

「あぅっ、あっ、ふぁあっ……あぁんっ」

感じているのか、梨花は肩を揺らして身悶えしている。

眉間みけんに皺しわを寄せて唇を噛んでいても梨花の可憐さは損なわれないから不思議だ。聖なるものを犯しているようで、罪悪感が募る。

「気持ち、いいですか？」

質問したのは、梨花に肯定してもらうことで罪悪感を消したかったからに違いない。

「ん、んんぅ……っ」

梨花は戸惑ったようすで口元に手を当て、視線をさまよわせている。そういう仕草しぐさもまたいい。

根元までしっかり凝り固まっている梨花の乳首を指で挟んで締め上げる。

「ひぁああっ！」

硬い蕾をふたつとも、湯気が立ち上る天井のほうへと向かって執拗しつように引っ張る。

「……どうですか？　気持ちよくは、ないですか」

「ぅっ、うぅ……んんぅ……っ。気持ち……い、ぃ」

瞳を潤ませ、途切れ途切れに言う梨花を目の当たりにした愛結里はうっとりとほほえむ。

――かわいい、かわいい……っ。

梨花がどう感じているのか、もっと知りたい。

「引っ張るのと押すのでは、どちらのほうがいいですか？」

これは、梨花を気持ちよくするために必要な質問だ。征服欲を満たすためではないのだと、自分自身に言いわけしながら梨花のようすをうかがう。

「んっ、あぅ……んん、どっちも……すきぃっ……」

梨花はまるで幼子おさなごのようにたどたどしくそう言った。とたんに、心臓は鷲掴わしづかみにされたようにドクンと大きく脈打つ。

心の中で何度も「どうしてこんなにかわいいんだろう」と叫んだ。

「では、どっちもたくさん……しますね」

宣言して、乳首を押したり引いたりする。ぬめった指先はたまに滑ってしまって、乳首を擦り潰すようになるのだが、それすらも梨花にとっては快感のようだった。

ひっきりなしに高い声を上げて感じ入っている梨花が愛しくてたまらない。

愛結里は無意識に梨花の耳に顔を寄せていた。そうして大きく息を吐きだす。

「ひゃんっ！」

梨花の全身が、これまでにないほど大きく弾んだ。

「どうされました？」

意図して梨花の耳元で話す。

「ぁ、あ……だめ、耳元で……話すの、だめ」

いまにも泣きだしそうな顔で梨花が懇願してくる。

「耳も、感じるんですか？」

指摘すれば、梨花は「うぅ」と呻うめいて俯いた。

「どうしてもだめですか？　私には、ここで話すほうが梨花様は気持ちがよさそうに見えるのですが……」

「え、ぁ……？　だ、だめ……じゃ、ない……かも」

ふだんは凛りんとしている梨花だが、いまはあからさまにうろたえて困惑している。

「そうです。だめじゃ、ない」

たたみかける。せっかく見つけた梨花の弱いところを、攻めずにはいられなかった。

「梨花様がもっともっとよくなるように、頑張りますね」

梨花の耳のすぐそばで語りかけ、指でこりこりと乳頭を押す。

「あん、ぁっ……はぅん……！」

梨花は喘ぎながら体をくねらせる。心から嫌がっている素振りではない。

右手をそろりそろりと下降させて、下腹部の表皮ひょうひを撫でる。

「ふぁ、あっ……そこ……っ」

「ここは、だめですか？」

もじもじと内股を摺すり合わせて、梨花はそれきり黙り込んだ。

触れられたい気持ちと、恥ずかしいから暴あばかないでほしいという気持ちがせめぎ合っているのかもしれない。

「教本には、ここがいちばんいいところだと書かれていたようですが……」

囁ささやけば、梨花は上ずった声で「え、ええ」と同調した。

――梨花様は私よりも、もっと教本を読み込んでいらっしゃるはず。

なにをどうされるのかわかっていて、好奇心を抑えきれないでいるに違いない。思えば、梨花は幼い頃から好奇心旺盛だった。なんにでも興味を持ち、自ら実践する。そういう女の子だ。

だからいましていることは、愛ゆえの行為ではなく梨花の『興味』を満たすためのもの。

――それでもいい。

どんな理由であれ、こうして梨花に触れて喘あえがせることができるのは至福であり、自分の中に秘めている欲を満たす行為でもあった。梨花が愛しくて、欲しくてたまらない。

どういう形であっても、いまそれが叶かなっている。そうなればもう『触れたい』という欲求は留とどまるところを知らず膨れ上がる。

梨花の全身に触れて、なにもかもを確かめたいという考えに囚とらわれた愛結里はなんとかして梨花から許可を得ようとする。

「梨花様の割れ目に、触らせてください」

遠回しな言い方ができず、ストレートに口走った。梨花が驚いた顔になったのを鏡越しに見る。

「う……うぅ、ん」

唸うなったのか、それとも返事をしたのか、どちらともつかない。

「よろしいのですね」

都合のいいように解釈して、愛結里は右手の人差し指を恥丘ちきゅうのさらに先へと進めた。

梨花の足はぴたりと閉じられているので、そこへ指を潜もぐり込ませる恰好になる。梨花が足を大きく広げてくれれば、鏡越しに彼女の割れ目を見ることができるが、そうではないので手探りするしかない。

指先に全神経を集中させて、梨花の秘めやかな裂け目を辿たどる。

――ぬめりけがあるのは私の指のせい？　それとも……。

梨花の内側から分泌された液によるものだろうか。表皮を手探りしただけではわからない。

いますぐに確かめたいと思ったが、あまり性急な動きをしては梨花を不安にさせてしまうかもしれない。愛結里は心の中で「落ち着いて」と自身に語りかけながら慎重に指を動かす。

ぬるぬるとした割れ目の端から端までを指でなぞり、確かめる。

「ぁん、あっ……はぅう」

割れ目の奥にある花芽にはまだ触れていない。それでも梨花は気持ちがよいらしく、切なげな顔で高い声を上げている。

いま指で触れているところを、見たい。

――そのためには脚を広げてもらわなければ。

右手の指で裂け目に触れながら、左手で梨花の太ももを摩さする。

「ひゃっ？　あ、あっ……」

太ももをマッサージするようにしてぐるぐると手のひらを動かし、しだいに内股のほうへと滑らせていく。すると、自然と脚が開けてきた。

――もう一押し……。

梨花の脚の付け根へ向かって左手を進ませる。親指でビキニラインを擦すりながら、脚が開くよう外側へ向かってゆっくりと力をかけていく。

そうして愛結里は梨花の脚を開かせることに成功する。

覗き込んで、じかに見たいところだが、ひとまずは鏡越しで我慢だ。

菊川家の浴室の大鏡は、どれだけ熱気があろうとまったく曇らない。ゆえに、梨花の陰部がよく見えた。

大きく口を開けた陰唇は蜜に濡れ、肉粒はぷっくりと充血して膨らんでいた。

美味しそうだと思ってしまったのはきっと、それが梨花の一部だから。大好きな人の敏感なその箇所を、これから弄いじり倒す。

愛結里は鏡を見ながら指を陰核へと走らせた。触れるか触れないかの加減でそっと押す。

「あぅうっ！」

微細な刺激でも、梨花はよい反応をしてくれる。

「教本に則のっとって、ここ……触りますね」

『教本』を理由にしてしまっている。我ながら卑怯だと自嘲しながら、愛結里は中指で陰溝をぐるりと一周した。

「やぁぁっ……あ、ぁんっ……！」

花芽がひくひくと震えている。梨花の脚が閉じそうになるのを左手で阻はばみ、なおも肉粒のまわりの溝を指で抉る。

「やぅ、ああん、あんっ……も、だめぇ……あぅ」

愛結里は口の端を上げて梨花に話しかける。

「それは、この小さな豆粒に触れられたくてもう『だめ』ということですか？」

「う、うぅ……っ」

梨花がこくこくと頷く。愛結里はますます笑みを深め、ぽってりとした肉粒を指で押し上げる。

「ふぁぁぁあっ！」

梨花が全身を弾はずませたので、泡まみれになっていた乳房が上下にふるりと揺れた。そうしてふたつの膨らみが揺れ動くのを、もっと見たいと思ってしまう。

梨花の脚の付け根にある小さな豆粒を指で擦り立てる。指の滑りはかなり良好で、難なく指を動かすことができる。

「あっ、あぁっ……愛結里……ふぁ、あぅんっ」

「……っ！」

梨花は何気なく名前を呼んだのかもしれない。そこに深い意味なんてきっとない。

――でも嬉しい。梨花様が、私を呼んでくれた。

まるで求められているよう。

「梨花様……っ」

呼び返さずにはいられなかった。

愛結里は自分の乳房を梨花の背中に押しつけてしまっていることにも気づかず、夢中で陰唇を撫でる。梨花の秘め園はさらにぬめりけを帯びていった。そこが蜜に濡れるということは、梨花が気持ちよくなっているというなによりの証拠だ。

梨花を悦ばせている。その事実に興奮して、陰核を擦さする指が速さを増す。

「あぁっ……だめ、もぅ……イッちゃう、んぁあ、あっ、ひぁあああっ……！」

高い声で叫びながら、背を仰け反らせて梨花は快感の極みへと達する。

愛結里は梨花を抱きしめるようにして、彼女が快楽に打ち震えるのを感じていた。いや、同調していたというほうが正しい。

自分自身の下腹部もまたトクトクと脈づくのを意識しながら、シャワーヘッドを手に取る。

「え、あ……」

絶頂を迎えたばかりで呆然としている梨花の花核に、勢いよくシャワーを浴びせた。

これは決して唐突な行動ではない。教本に、そうするように示されていた。

「やっ……んん、あぁああっ！」

梨花は惜しげもなく脚を広げたままビクン、ビクンッと全身を跳ねさせる。

ハンドルを捻ってシャワーの湯を止め、梨花のようすをうかがう。脱力しきったようすで、荒く息をしている。

とろんとした瞳はいまにも眠りに落ちそうだった。汗と湯気でしっとりと濡れた肌、艶のある黒髪。なんて扇情的なのだろう。

「……いかがでしたか？」

尋ねると、梨花は恥ずかしそうに「気持ちよかった」と答えた。

愛結里は嗤わらう。梨花を高みまで導いたという、とてつもない達成感があった。

同時に、もっと触れたいと思ってしまう。

そうして、尽きることのない欲に悩まされることになる。






















第三話　梨花は百合プレイに溺れています













見知らぬベッドに愛結里あゆりがいた。ダークブラウンのセミロングヘアが枕の上に散っている。彼女の両手は頭上で拘束され、両脚は大きく広げた状態で、縄によって固定されている。

一糸まとわぬ姿の愛結里を、菊川きくかわ梨花りかはしげしげと眺める。

自分よりも大きな乳房に目が釘づけになる。愛結里が持っているものは、自分よりもすべて優れているような気がしてならない。

――身長だって私よりも高いし……。

年齢にしても、二つ上の二十歳だ。どれだけ背伸びをしたってもう身長は伸びないし、年齢差も埋められない。

愛結里を越えることなんてできない。だからこそ憧れる。そしてその憧れが愛欲に変わったのは、いつだろう。

ベッドで動けないでいる愛結里に近づき、その上に跨またがる。両手両足を拘束されているというのに、愛結里は微笑している。

――私は、愛結里のこの表情しか知らない。

百合プレイを強要したときは、時折違う表情も見せてくれるが、それほどたくさんではない。

人差し指の先で愛結里の唇を辿たどる。どれだけ撫でまわしても愛結里は微笑を崩さず、言葉も発しなかった。

愛結里のしっとりとした頬を撫で、そのまま首のほうへと人差し指を下ろしていく。鎖骨の上で蛇行させたあとで、膨らみの稜線りょうせんを上った。それでもやはり愛結里は身じろぎひとつしない。

――どうして？　私の指じゃ、愛結里はなにも感じないの？

とたんに打ちのめされる。

――愛結里にとって私は、取るに足りない……どうでもいい存在ってこと？

苦しくなった胸を押さえて「うぅ」と呻うめく。深呼吸をしようと大きく息を吸い込むと、ピピピピピ……という、聞き慣れた電子音が耳に届いた。

それは目覚めを告げる音。これまでのことが夢だったのだと報しらせる電子音。

梨花はバッ、と勢いよく起き上がった。腰まである長い黒髪が大きくうねる。眉の上でまっすぐに切りそろえられている前髪は、寝起きのため乱れていた。

きょろきょろとあたりを見まわす。自分がいるのはいつも寝起きしているベッド。そこに愛結里の姿はない。

梨花はのろのろと手を動かして、スマートフォンのアラームを止めた。

――私ったら、なんて夢を！

頬に手を当てる。熱い。

――私……愛結里を縛りたいのかしら。

きっと、インターネットショッピングサイト『ミナゾン』で購入した百合プレイ教本に『縛りプレイ』が載っていたせいだ。

そのプレイに強く惹かれた。もしそれを愛結里と実践するのなら、自分は縛られる側だと思っていたが、違うのかもしれない。どうやら、自分ではなくて愛結里を縛りたいと思っているらしい。

これまで愛結里には数々の百合プレイに付き合ってもらった。

ベッドの上だけでなく、風呂でもだ。

教本を見せれば、律儀りちぎな愛結里はそのとおりに実行してくれる。

井戸いど愛結里。二つ年上の幼なじみ。梨花の家――菊川財閥――に仕える使用人の子。彼女は梨花にとって特別な存在だ。

愛結里の両親もそうだが、菊川家に仕える彼らはどんな望みも叶えてくれる。

――だから、愛結里が私のことを好きじゃなくても……してくれる。

百合プレイに付き合ってもらうだけでもありがたいのに、愛まで要求するのはあんまりだ。

それでも、願わずにはいられない。

――もしも愛結里が私のことを好きでいてくれたら……。

ようやく頬が冷めてきたというのに、またも熱を帯びてしまう。

愛結里には嫌われてはいないと思う。かといって好かれているかどうかは、わからない。

愛結里はいつだって冷静で、落ち着いた微笑を崩さない。

――愛結里は優しいけれど、私の前ではいつも取り繕つくろっているような気がするのよね……。

彼女の立場上、仕方のないことだとわかっていても、愛結里の本音や素の姿を見たいと思ってしまう。

愛結里を縛りたいという欲求が湧き起こったのは、彼女を追い詰めることで本心を知りたいからかもしれない。

コン、コン、コン……と、落ち着いたノック音が響いた。

「どうぞ」と入室を促せば、中年の女性が入ってくる。

「おはようございます、お嬢様。すがすがしい朝ですね」

やってきたのは愛結里の母親だ。菊川財閥に代々使用人として仕える、井戸家の人間である。

彼女の娘相手に不埒ふらちな夢を見てしまったことが後ろめたくて、梨花は上ずった声で「おはよう。そうね」と言うのが精いっぱいだった。

「今日はどうなさいますか？」

土曜日なので学校は休みである。午後からは出かける予定だ。

「お昼からは一緒に弓道場へ行きましょう。それまではひとりで過ごすから、あなたも自由にしていて？」

「かしこまりました」

朝食後、私室に戻った梨花はテラスから庭へ出た。

菊川家の洋館には多くの庭があり、一般に開放している場所もある。ただ、この庭だけは梨花以外にはだれも立ち入ることがない。秘密の庭といったところだ。

幼い頃はこの庭でよく愛結里と過ごした。「私が入ってはいけないのでは？」と、幼いながらに遠慮する愛結里を無理やりこの庭に招待して、日が暮れるまで遊んでもらった。

十一月の半ばを迎えたいま、木々は紅く色づいている。強い風が吹くと木の葉が舞う。落ちる葉も日増しになる。

もの悲しい気分になり、寂しさからか愛結里の顔ばかりが頭に浮かんだ。

――いまごろきっと弓のお稽古中ね。

弓道クラブに所属している愛結里は日々の練習を欠かさない。勉強だってきっと一日も休まずに勤しんでいる。

それに引きかえ自分は、なにをするでもなく庭でぼんやりしている。

急に自分自身が恥ずかしくなった梨花は私室へ戻り、勉強を始めた。試験前でない限り自主的に勉強などしないが、なにかしていないと落ち着かない。愛結里のことばかり考えてしまう。

ようやくお昼が過ぎる頃、梨花は愛結里の母親と一緒に町の弓道場へ行った。地区大会の予選はもう始まっていた。

矢道やみちに沿って設けられている観客席で愛結里の出番が来るのを待つ。

「あ……出てきたわ」

「え、どこですか？」

愛結里の母親は自分の娘がどこにいるのかわかっていないようだった。梨花は「奥から二番目よ」と教える。

どれほど遠くても愛結里のことは見間違えない。梨花はそれが誇らしかった。愛ゆえの千里眼だ、などと心の中で独り言ごちる。

純白の上衣に漆黒の袴を着た愛結里は目が覚めるように鮮烈だ。

愛結里の放った矢はすべてが的を射ていた。皆中かいちゅうだ。

――このあいだは大学の試験があったばっかりなのに……すごい。

弓の練習に勉学にと、いつにもまして励んでいたに違いない。愛結里ほど『文武両道』という言葉がふさわしい人はいない。

清廉せいれんな彼女に、たびたび百合プレイを強要している自分は穢けがれた性欲の権化ごんげのように思えてきた。

いけないことだとわかっていながら、やめられない。

何度も強請ねだってしまう――。




翌日のこと。朝食の時間になっても愛結里は食堂へ来なかった。

――どうしたのかしら……。

彼女はいつだって時間に正確で、早く来すぎることはあっても遅れることはない。

なにかあったのだろうかと心配しながら椅子に座ると、愛結里の母親が食堂内へ入ってきた。

「おはよう。愛結里はどうしたの？」

「それが……少し熱が出まして」

「ええっ！」

梨花はガタンッと大きな音を響かせながら席を立つ。これは『お嬢様』らしくない振る舞いだが、そんなことを気にしている余裕はなかった。

「そんなっ、お熱だなんて！」

青ざめる梨花に、愛結里の母親は笑って言う。

「愛結里は大丈夫ですから、お嬢様」

宥なだめられても、気になってしまう。

朝食を終えて私室に戻ったあとも、落ち着かずに室内をうろうろと歩きまわっていた。

――私がお見舞いに行ったら迷惑になるかしら？

愛結里によけいな気を遣わせてしまうかもしれない。梨花は「うぅ～ん」と考え込んだあと、庭に自生している花を何本も摘んだ。

――摘んだ花を活けて、少し顔を見たらすぐに帰る。

そうすればきっと愛結里の負担にはならないはずだ。

本館を出て、西棟にある愛結里の部屋へ向かう。

コン、コンと控えめにノックすると、弱々しい声で「はい」と返事があった。

「お邪魔します」と言いながらドアを開ける。愛結里は梨花を見るなり目を見開いて、起き上がろうとした。

「あ、待って！　大丈夫、そのままでいて。私のことは空気だと思って!!」

一息に言うと、愛結里はきょとんとして何度も目を瞬またたかせた。

しばしの間まがあって、愛結里は「ふっ」と息を漏らしながら笑った。

「空気、ですか。すごく清涼な気持ちになれる空気です」

好意的な言葉を向けられて、嬉しくなる。

しかし愛結里は笑ったのも束つかの間、すぐに表情を曇らせた。

「でも……どうなさったのですか？」

「えっと……花を、摘んできたの。飾ってもいい？」

「ありがとうございます。……すみません」

「なんで謝るの」と返しつつ花瓶に花を足していく。

「今日は梨花様と一緒に朝食をとることができませんでした。それに庭の散歩も……」

愛結里は悲しそうに目を伏せている。

「こんな役立たずの私は、梨花様には不要ですよね……」

いつになく覇気のない声音で愛結里が言った。彼女は涙目になっている。

熱で気が滅入っているのだろうか。花を活け終わった梨花はずんずんと歩いて、ベッド端に置かれていたスツールに腰掛けた。

「そんなわけないでしょう？」

身を乗りだし、ベッドに両手をつく。

「むしろもっと必要になったわ。だって、私が愛結里をお世話できるんですもの」

愛結里の額に載っていたタオルを取り替えようとする。

「いえ、梨花様にそのようなことは……。自分でしますから」

「だめ。私が、したいの」

「ですが……」

梨花は唇を噛む。

――遠慮なんてしてほしくない。

菊川財閥の一人娘だとか、使用人の子だとか、そんなことはどうでもいい。

梨花は大きく息を吸い込む。

「好きよ、愛結里」

伏せられていた愛結里の睫毛がピクリと動く。ゆっくりと視線が合った。ベッドの上に投げだされていた愛結里の手を取る。熱い。

「大好きなの。役に立たないなんて言わないで。そばにいてくれるだけで私は幸せ」

愛結里は瞠目して、薄く唇を開けたままなにも言わない。これまでに見たことのない愛結里の表情に、胸が締めつけられる。

たとえ一方通行の想いだとしても、伝えたかった。どれだけ愛結里が遠ざかっても、自分からは絶対に距離を置きたくなかった。

愛結里の右手を、両手で包み込む。

――待って、私……熱で寝込んでる愛結里になんてことを!?　こっ、こういうことは……愛結里の体調がいいときに告げるべきでは!?

梨花はとたんに顔を引きつらせる。

「あ、あの、ええと……返事がほしいわけじゃないの。ご、ごめんね、気を煩わずらわせて……」

手を離して立とうとしていると、左手を掴みなおされた。

「行ってしまわれるんですか？　私のことが好きなのに？」

どこか挑発的なほほえみだった。

「……できるなら、ここにいてもらいたいです」

初めて、愛結里がわがままを言った。そんなわがままなら大歓迎だ。

「うん……。ここにいるわ」

愛結里は、なにか眩まぶしいものを見るように目を細める。

「これって……熱に浮かされた夢じゃ、ないですよね？」

現実であることを確かめるように、愛結里は梨花の手を撫でまわす。

「夢じゃない。私は愛結里が好き」

言ってしまったあとで頬が熱くなった。発熱している愛結里と同じように、頬が赤くなっていることだろう。

「夢だと思ってしまうくらい信じられなくて、嬉しいです。私も梨花様のことが好きだから」

「……うそ」

「うそじゃありません」

「私に合わせて、そんなこと言ってるんじゃないの？」

「熱があるので、梨花様に合わせる余裕なんてありません」

ふたつ年上の幼なじみが赤い顔でほほえむ。

「……っ、愛結里」

縋すがりつけば、そっと抱きしめられた。

愛結里が『夢のよう』だと疑う気持ちがよくわかる。嬉しくて、いまなら空を飛べるのではないかと突拍子もないことを考える。

「好き……好き、愛結里」

頬をすり寄せると頭を撫でられた。梨花は目を瞑つむり、幸せに浸った。




二日が経つと、愛結里の熱はすっかり下がった。

寝込んでいる数日で運動不足になってしまったという愛結里のために梨花は「庭を散歩しましょう」と提案した。

「梨花様のお庭に私がお邪魔してもよろしいのでしょうか」

愛結里が、今も昔も変わらずそう訊いてきたのがおかしくて梨花は笑いながら「大丈夫に決まっているじゃない。私の恋人なんだもの」と答えた。

頬を赤く染めた愛結里が「そうですね」と相槌を打つ。

梨花はトートバッグを肩にかけて、愛結里と一緒に庭へ出た。

「お荷物、お持ちします」

当然のごとく手を差しだしてくる愛結里だが、梨花は首を横に振る。

「いいの。行きましょう」

トートバッグは渡さずに歩きだす。

夜の庭には梨花と愛結里のふたりだけだ。

庭の奥まったところに来る。

愛結里は、梨花が肩にかけているトートバッグの中身が気になっているようすだった。

梨花はあたりにだれもいないのを確認してから中からロープを取りだす。

「ねえ、縛ってもいい？」

「えっ？」と声を上げて、愛結里は梨花のトートバッグを凝視する。

「……また新しい教本ですか」

呆れたような、あるいは困惑したような声音で愛結里が言った。梨花はこくこくと頷く。

このバッグには『縛りプレイ特集』が掲載された百合プレイ教本がある。充分すぎるほど読み込んだのでぬかりはないが、念のためロープとともに持ってきた。

「縛るの……だめ？」

尋ねると、愛結里は困ったように笑う。

「だめなわけないです。私にも教本を読ませてください」

「ううん。今夜はね、私が愛結里にいろいろしたいの」

「い、いろいろ？」

梨花がにじり寄ると、愛結里は茶色いセミロングヘアを揺らして後ずさりする。やがて愛結里の背は太い木の幹にぶつかった。

これ幸いとばかりに梨花は愛結里と木の幹を一緒くたにロープで縛りはじめる。

胸の上と下をぐるぐると縛れば身動きは取れなくなる。夢で見たときと違って、愛結里は微笑などしていない。戸惑ったようすで目を瞬かせている。

縛り終えた梨花は愛結里の黒いブラウスのボタンを胸の部分だけ外した。

露わになった紫色のブラジャーは前で留めるタイプのホックだった。深い谷間を指でなぞる。

「ぁ、ん……」

か細い喘ぎ声を聞いて、下腹部がトクンと脈打った。

梨花は自身が興奮しているのを感じながら愛結里のブラジャーのフロントホックを弾く。ブラジャーのカップ部分が左右に広がって、大きな乳房がふるりと躍おどりでる。

外灯の薄明かりの中で目を凝らし、膨らみの先端をまじまじと見る。そこはすでに尖った形をしていた。

「愛結里の乳首……もう尖とがってる」

見たままを言えば、愛結里は両肩をビクッと上下させた。愛結里の両手は腰のあたりで縛ってしまったので、彼女が自ら胸を隠すことはできない。

「梨花様が……縛るから」

愛結里がぽつりと言う。責めるような言葉だというのに嬉しくなってしまう。

「ごめんね。私が縛ったから興奮しちゃったのね？」

恋人の頬を両手で包み、そこから下へと滑らせる。胸の膨らみに差しかかると、明らかに弾力が上がる。

柔らかくも張りのある乳房をふにふにと指で押しながら愛結里の表情を見る。眉根を寄せて唇を噛んでいる。

梨花は「ふぁ」と感嘆かんたんの息を漏らし、愛結里が履いていた七分丈パンツをショーツごと下ろして、靴も脱がせた。

下半身は裸で、黒いブラウスは袖を通したまま胸のところだけ曝さらけだされた状態は、とてつもなく卑猥だ。

自分の息遣いが荒くなるのを感じながら、愛結里の膨らみを下から持ち上げるようにして鷲掴みにする。

豊かな乳房はどれだけ揉んでいても飽きず、それどころかもっともっと、この手で形を変えたくなる。

「あ、んっ……ふぅ……」

ぽってりと勃たち上がっている乳首を指でつんつんとつっつく。

「はぅ、うっ」

吐息をたっぷりと含んだ喘ぎ声に、あらゆる欲を刺激される。

人差し指で両方の乳頭を上下に嬲なぶる。硬い乳首をこうして指で弄もてあそぶのは楽しい。愛結里の艶なまめかしい声を聞くのもそうだ。感情が昂ぶる。

愛結里が息を吸うのがわかった。

「梨花様、その……申し訳ございませんが、ロープを解いていただけませんか」

梨花は乳首を嬲るのをやめて、ぱちぱちと瞬きした。

「どうして？」

「その……」

愛結里はそれきり沈黙する。理由を言わない恋人の顔を覗き込むと、愛結里は唇を震わせて、観念したように口を開いた。

「にょ、尿意を……もよおしてしまって……」

もじもじと内股を擦すり合わせている愛結里を見て、きゅんとする。

「おしっこ、していいのよ」

むしろしてほしい。愛結里の尿を、この庭の草木に振りまいてほしいとまで思ってしまったことは決して口に出さない。さすがに変態の烙印を押されそうだ。

「で、ですが……あの、どうかお手洗いへ行かせてください……っ」

いつになく焦ったようすの愛結里を見てぞくぞくする。

「もう、出そうなの？」

縛られて自由のない愛結里は声もなく頷く。

梨花はそっと陰核に指を添えた。

「ぁっ……いけません……梨花、様」

途切れ途切れに、懇願するように言われるとますます止やめたくなくなる。我ながら性根しょうねが悪い。

梨花は追い打ちをかけるように愛結里の小さな肉粒を擦すり立てる。

「や、あっ……だめです、本当に……っ、あ、うぅ」

愛結里を苛いじめたいわけではない。すべてを曝けだしてほしいだけだ。

「さあ、ほら……出して？　愛結里のおしっこを、出して」

「あ、あっ……んぁ、あっ！　で、ます……から、手を退のけ……はやく……っ、あ、あぁ、ぁああっ……！」

梨花が花芽を手放すのと同時に愛結里のそれから液体が滴したたり落ちた。

下半身をビクン、ビクンッと揺らしながら、放尿している。

梨花はそのようすを凝視していた。

「ぁ……出して、しまい……ました」

愛結里は耳まで真っ赤にして、恥ずかしそうに唇を噛んでいる。いつもの、落ち着いた微笑はどこにも見当たらない。

知りたくてやまなかった『素の愛結里』がいる。取り繕う余裕なんて少しもなさそうだ。

「私ね……愛結里のそういう顔が見たかったの」

「え……」

サディスティックな発言だったかもしれないと思い、慌てて訂正する。

「あのね、私にはどんな姿でも見せてほしいっていうか……ええと、全部知りたいっていうか！」

梨花は愛結里の肩に両手を置いてぴたりと寄り添う。

「……愛結里のことが好きだから」

涙声になる。『好き』という言葉だけでは言い尽くせないほど想っているのだと伝えたいのに、うまくできない。そのせいで涙腺るいせんが熱くなってしまった。

愛結里は声もなく梨花の瞳をじいっと見つめる。心なしか愛結里の瞳も潤んでいる。

「……私も、ですよ。梨花様」

泣きそうな顔で笑っている愛結里に、もっと近づきたい。

ごく自然に、顔と顔の距離が近くなる。もっとも、愛結里は身動きが取れないので梨花が彼女に迫っているわけだが。

愛結里は少しも嫌がる素振りを見せず、梨花の顔が近づいてくるのを静かに待っている。

――キスしたい。愛結里と。

これまでだって数々の百合プレイをしてきたが、唇は触れ合ったことがなかった。これまでは、自分だけが一方的に愛結里のことを好きなのに唇まで奪ってはいけない……と、なけなしの理性が働いていた。

――でも、違った。私だけが好きなわけじゃ、なかった。

愛結里が想いを返してくれた。そのことが嬉しくて、ますます貪欲どんよくになる。

舌先でぺろりと愛結里の口の端を舐める。

「ん……」

呻うめき声すら愛いとしい。梨花はすぐに調子づいて、愛結里の唇を唇で塞ふさぐ。

「ふっ……」

鼻から漏れる息を感じながら、柔らかな唇を堪能する。角度を変えて何度もくちづける。これは、初めて読んだ百合プレイ教本に書かれていたことだ。教本の購入はもう三冊目だが、一冊目に掲載されていたキスだけは実践できずにいた。

初めてのキス。初めての、愛結里の唇。

――どうしよう、ぜんぜん止まらない。

愛結里の唇を夢中で啄ついばむ。どれだけそうしても飽きることはなく、ずっと触れていたくなる。

「……んっ!?」

驚いて呻いたのは梨花だ。突然、正体不明のなにかが口の中に滑り込んできた。それが愛結里の舌だと認識するのと同時に梨花は思いだす。

――そうだった……愛結里は一冊目の教本を読んだことがあるから、ディープキスの仕方を知ってる！

愛結里の舌が、独立した生き物のように歯列を辿たどり、口腔こうくうを縦横じゅうおう無尽むじんに走りまわる。

ふだんの冷静沈着な愛結里からは想像もつかないほど獰猛どうもうな動きに思えた。

愛結里は木の幹に体を拘束されている。そんな中で唯一、自由になるのがそこだからか、勢いが凄まじい。

「ふぅ……ん、んぅっ」

「ん……ふ、う……っ」

くぐもった喘ぎ声と熱い吐息が混ざり合う。互いの存在を確かめるように、舌と舌をしっかりと絡める。

梨花は愛結里とディープキスを交わしながら、その胸を揉みまわしていた。

豊かな乳房の形を自分の手で変えるのが楽しくてたまらない。

ふと唇を離して下を見る。薄暗闇でも、乳頭にゅうとうは依然としてぴんっと勃っている。

「愛結里の乳首……すごく美味しそう」

舌なめずりをしたあとで、愛結里の乳頭へ唇を寄せる。鮮やかな薄桃色の先端を舌先でつん、つんっとつつく。

「ぁっ……あぁ……！」

切なそうに口を半開きにしている愛結里を目の当たりにして愛しさが募つのる。

はしたないと思いながらも大きく口を開けて、愛結里の胸の苺いちごを頬張る。

「ひぁあぁん！」

愛結里の声はどうしてこうも耳に心地よく響くのだろう。その声をもっと聞きたくて、口に含んだ乳頭を舌先で転がしてみる。すると愛結里は「ぁぅん、あぁっ」と高い声を上げてくれた。

「ね、愛結里……きもちぃ？」

胸の蕾つぼみのそばでぼそぼそと呟く。愛結里はビク、ビクと肩を揺らしながら何度も頷いた。

「私も、きもちいぃ……」

吐息まじりに言って、愛結里の凝り固まった乳首を下から上へと一舐めする。それから両手を足の付け根へと向かわせた。愛結里の全身を触りたくてたまらなかった。

脇腹を撫で、太ももを通って秘め園そのに辿たどりつく。

教本には『内股を擦さすって焦じらす』と書かれていたが、それをそのまま実践はできそうにない。

梨花の指は性急に愛結里の秘部を暴あばく。そこがどうなっているのか、すぐに確かめたかった。

指先に、ぬるりとした蜜が絡みつく。

――よかった……愛結里はちゃんと気持ちよくなってくれてる。

木の幹へと縛りつけて、一方的に愛撫しているのだ。横暴だと文句を言われたとしても仕方がないのだが、愛結里が『感じて』いて、その証拠に蜜を滴したたらせてくれているのが嬉しかった。

梨花は蜜口の浅いところを指で弄まさぐり、くちゅくちゅと水音を立てた。

「あっ……ん、ぁっ、はぁ……っ」

つんと尖とがっている乳首をぺろぺろと飴玉のように舐め転ころがしながら、指を蜜口へと潜もぐり込ませる。

「ひぁ、あっ、あぁ……！」

愛結里の内側を指で犯すことで征服感を覚えた。隘路あいろはよく潤うるおっていて、摩擦はない。

――たしか……このあたりよね？

教本に示されていたとおりに、恥骨の裏側を指で擦る。

「ひっ……!?　あ、あぁっ……梨花様、そこっ……うぅ、あぁあっ」

一定のリズムでそこを擦り立てる。愛結里の嬌声きょうせいはさらに艶つやを帯びていく。

「ふぁあああっ、なにか、出……あっ、んぁぁあっ――……!!」

愛結里の全身がビクッ、ビクッと大きく揺れて、陰部から半透明の液体が吹きだして草木を濡らす。

「んぁ、は……あぁ……。また……出て……」

「いいの。もっともっと欲しいくらいだから」

梨花はワンピースを、中のブラジャーごと捲まくり上げて胸を晒さらし、愛結里の大きな乳房に押しつけた。

木の幹に磔はりつけになっている愛結里の太ももに跨またがり、腰を揺することで自ら陰核を刺激する。

「あぅ、ふっ……りかさまぁ……っ」

たどたどしく名前を呼んでくる愛結里が愛しくて、かわいらしくてたまらない。梨花は自分の乳首を愛結里の薄桃色に擦すりつけることで呼びかけに応える。

「あゆりぃっ……好き、好き……！」

言いながら梨花は愛結里の唇を塞ふさぐ。互いに荒い息遣いの中で交わすキスは熱く、扇情的せんじょうてきだった。

下腹部に熱だまりが生まれ、疼うずきはどんどん大きくなる。

この世界にふたりだけでいるような錯覚に陥る。いっそもう、そうなってもいいと思えた。

「んぁう、あっ……私、もう……ああ、あっ」

愛結里の喘ぎ声が切羽詰まったものに変わる。

「ぁん、あっ……愛結里……っ、私も……もう、あぁあんっ……！」

梨花の絶叫を合図にふたりはビクビクと体を痙攣けいれんさせて絶頂に達する。

体に力が入らなくなった梨花はその場に座り込んだ。

――ロープを解かなくちゃ。

自分ばかりが座って休憩きゅうけいしているのは気が引ける。

「梨花様……」

声に誘われるようにして上を見る。

夜空に瞬く星を背景に、大きな乳房が鎮座ちんざしていた。その先端はいまだに尖っていて、押しやすそうな形をしている。

さんざん指で弄いじって舌でも舐めしゃぶったというのに、まだ足りない。まだ、終わりたくない。

梨花はそろりそろりと両手を伸ばし、薄桃色の尖とがりをきゅっと押しつぶした。






















第四話　愛結里は百合プレイに浸っています













井戸いど愛結里あゆりは、仕えるべき主あるじである菊川きくかわ財閥令嬢、梨花りかのまっすぐな黒髪を櫛くしで丁寧ていねいに梳すいていた。

梨花は十八歳。二つ年下の幼なじみで、そして……秘密の恋人だ。

猫足の椅子に腰掛けた梨花はお姫様のようだ。そんな彼女の世話をできることが嬉しくてたまらない。それは、自分の両親が代々菊川家に仕える家系だからというだけではない。

梨花のことを愛しているから、そばにいて世話を焼けることが至福しふくなのである。

寝起きの梨花は、菊の透かし模様が入った薄手のワンピースを着ていた。

つい胸のあたりに視線がいく。ブラジャーをつけていないのがよくわかる。膨ふくらみの先端がわずかに隆起りゅうきしている。

――いきなり触ったら、怒るだろうか。

梨花にはたびたび『百合プレイ』をしようと持ちかけられてきたが、自分から誘ったことはいままでない。

眉の上で切りそろえられた黒髪の下にある大きな瞳を、愛結里は鏡越しに盗み見る。

トクン、トクンと胸が騒ぎだした。

「もう、愛結里ったら……いつまで梳いてるの？」

「も、申し訳ございません」

「やだ、謝らなくてもいいのに。……ありがとう」

梨花は自らの手で、腰のあたりまである長い黒髪を撫でる。さらりと滑らかに揺れる髪に、どういうわけか性的な欲求を刺激されて、内心困り果てる。

「そうだ。今度は私が愛結里の髪を梳いてあげる」

「え……いえ、そんなわけには」

「私は恋人の髪も梳かせてもらえないの？」

「う……」

それまで梨花が座っていた椅子に座らされる。愛結里の茶色いセミロングヘアに櫛を通しはじめた梨花を鏡越しに見る。やけに楽しそうだ。

母親以外の人に髪を梳いてもらうのは初めてだ。

――母親にだって、子どもの頃にしかしてもらっていないから……ずいぶんと久しぶり。

なんだかくすぐったい。

――けど……気持ちいい。

窓の向こうに見える庭には落ち葉が目立つようになってきた。間もなく十二月が来る。

ぼんやりしていると、梨花にキスされた。

「ふふ。今日も大好きよ、愛結里」

「……私も、です」

同調するばかりでなく、自発的に愛を伝えたいのに、いつも受け身になってしまう。

そんな自分が嫌なのに、財閥家の令嬢と、その使用人の子だという線引きを消せない。

たとえ恋人同士となっても、立場の違いはわきまえていなければならないのでは……と思うのだ。そのせいで愛情表現までもが消極的になる。

――梨花様はどう思っていらっしゃるんだろう？

そっと仰あおぎ見る。ふだんは見下ろすことの多い梨花だが、いまは自分が椅子に座っているので見上げる恰好になる。

目が合うとすぐに満面の笑みを返された。なにもかも受け入れてもらえているようで、心が温かくなる。

――ああ、やっぱり……好き。




朝食のあと、ふたりで大学へ向かう。徒歩五分ほどで到着する。ふたりは同じ研究室に所属している。

今日はふたりとも講義がないので、研究室へ直行だ。一日じゅう梨花と一緒に過ごせる貴重な日である。

研究室に入るとすでに他の学生たちが集まっていた。

「ねえ、梨花ちゃん最近すごく大人っぽくなったよね」

「そうそう。なんていうか、色っぽい」

同じ研究室の学生からそんなふうに声をかけられた梨花は破顔して「そうですか？　ありがとうございます」と答える。

「具体的になにかあったの？　あ、もしかして恋人ができた？」

梨花は真っ赤になってうろたえている。

「絶対そう！　いいなぁ、羨ましい。どんな人？」

複数の女子学生に囲まれて、梨花はずっと談笑している。その傍かたわらで愛結里は黙々もくもくとノートパソコンのキーボードを叩いていた。

――梨花様は本当に人気者だ。

そのことが嬉しいはずなのに、面白くない。

――集中しよう。

それからというもの、周囲の声には耳を傾けず、ひたすらノートパソコンの画面だけを見続けた。

「愛結里。お昼にしましょう」

邪念じゃねんを振り払い無心でキーボードを叩いていたので、時計が昼の十二時を過ぎていることに気がついていなかった。

「はい、梨花様」

愛結里は席を立ち、梨花とともに研究室を出る。昼食はいつもカフェテリアでとっている。

ドーム型のカフェテリアはいつも多くの学生たちで賑にぎわっている。

カウンターにずらりと並んでいる料理をトレイに載せて、窓際の席に腰を落ち着けた。

ふと、梨花がポトフの人参にんじんを避けているのが目につく。

ふだんなら「好き嫌いをせずにお食べになったほうがいいです」と進言するところだが、今日はどうも梨花を甘やかしたくて仕方がなかった。

「その人参、私にください」

愛結里が言うと、梨花は目を丸くした。

「えっ？　いったいどうしたの、愛結里」

「……いえ、無性に人参が食べたい気分でして」

我ながらむちゃくちゃな言い分だ。

「そうなの？　じゃあ……」

梨花は華奢きゃしゃな指で箸はしを使って人参を掴む。

「はい、あーん」

まさか食べさせてもらえるとは思ってもみなかったので、困惑する。

しばしためらったあとで口を開けた。人参が口に入るのを待つ。梨花が使っている箸ごと人参を口に含み、もぐもぐと咀嚼そしゃくする。

「……人生でいちばん美味しい人参でした」

「ええっ？」

梨花に手ずから食べさせてもらったものならなんでも『人生でいちばん』になりそうだ。

「今日はなんだかちょっとへんね、愛結里」

くすくすと笑う梨花が愛おしい。抱きしめてキスしたい……と、欲望を募つのらせながら食事を終え、研究室へと戻った。

夕方、教授と研究生が出かけることになり、梨花と愛結里は留守番をする。

「それじゃ、行ってきまーす」

「行ってらっしゃい」

愛結里と梨花で皆を見送る。

こういうことはよくある。政財界に多大な影響力を持つ菊川財閥の一人娘である梨花は行動を制限されている。家と大学構内が彼女の世界のすべてだ。愛結里が同じ研究室に所属しているのでなければ、梨花には別の付き人があてがわれていたことだろう。

研究室にふたりきりになるのは慣れているはずなのに、どうしてか落ち着かなかった。

静かにキーボードを叩いていた愛結里だが、一文字入力するごとに悶々もんもんとした想いが募っていく。

――少し休憩しよう。

愛結里は席を立ち、研究室の奥にある給湯室へ行く。仮眠もできるようになっているので、簡易ベッドが置かれている。

そこへ梨花がやってきた。夕陽に照らされた梨花に、情欲を刺激される。なぜだろう。

愛結里は梨花のもとへひたひたと歩く。コツ、コツ、コツ……と靴音が響いた。

「……梨花様」

「うん。どうしたの？」

梨花は不思議そうに首を傾げている。

――もう限界だ。

抱き寄せて、その唇を塞ぐ。

「んん、んっ……！」

梨花は驚いたように呻うめいたものの、抵抗はしなかった。素直にキスを受け入れてくれる。

自分からキスをしたのは初めてだ。しかもここは大学の研究室なわけで、本来ならこんなことをしていい場所ではない。

――わかっているのに。

いけないという自覚はしっかりとあるのに、梨花の体を抱きしめる腕は少しも緩ゆるまないし、その柔らかな唇を堪能するのもやめられない。頭と体がちぐはぐだ。

梨花の唇を食はむだけでは物足りなくなって、舌を挿さし入れる。今度こそ拒こばまれるだろうかと思ったが、そうはならなかった。梨花は愛結里の舌をすんなりと口腔こうくうへ迎え入れる。

静まりかえった給湯室だから、ぴちゃ、ぴちゃっという水音がよく響く。

銀糸ぎんしを引きながら唇を離す。

「愛しています、梨花様」

息を吐きながら言ったからか、切羽詰まった声音になった。愛結里はすがるように梨花の腰を抱く。

「私だけ……見ていてほしいです。こういうことをするのもされるのも、私だけ」

手のひらで梨花の頬を覆おおう。温かく、なめらかだ。

「あ、あたりまえじゃない」

大きな瞳が見つめ返してきた。

「私をなんだと思ってるの？　……性欲の権化ごんげ？」

梨花は唇を尖とがらせている。その口に、触れるだけのキスをする。ほんの少しの接触でも、肉欲をくすぐられる。もっと欲しくなる。

「百合プレイが……したい、です。梨花様と」

梨花の見開かれた瞳に、いまにも泣きだしそうな顔をした自分が映っていた。

梨花を見守る立場の自分が、なにを言っているのだろう。

「こんなにがつがつして……すみません。私のこと、嫌いになりますか？」

声が震えてしまう。

――私はいったいなにを言っている？

きっと、嫉妬で頭がおかしくなっている。梨花が他の人間と楽しく話をしていた。たったそれだけで、立場も理性も崩れてしまった。なんて脆もろいのだろう。

自己嫌悪する愛結里の頬を梨花の両手が包む。

「なるわけない。嬉しい。私……もっと求められたい。遠慮なんて絶対、しないで」

梨花と自分のあいだに引いていた見えない線が、溶けて無くなっていくようだった。

いや、そう思いたいだけなのかもしれない。実際には、なにも変わっていない。梨花は財閥令嬢で、自分は使用人の子。結婚ができる性別でもない。その事実は決して覆くつがえらない。

――それでもやっぱり、愛しい。

梨花が財閥令嬢でなくたってきっと好きになった。梨花のすべてが好このましくて、狂おしいくらいに彼女のすべてが欲しい。

愛結里は梨花を仮眠用のベッドに押し倒す。菊川家にあるものよりも硬く狭いベッドだ。

「このようなベッドでは……だめ、じゃないですか？」

心配になって尋ねた。

「愛結里とするんだもん。どこだっていい。……いますぐが、いい」

首のうしろに腕をまわしてくる梨花に、きゅんとする。

「好きです、好き……梨花様のことが」

どれだけ伝えても足りない。梨花が好きだというこの気持ちは、きちんと口に出していかなければ、自分自身がその感情に押しつぶされてしまいそうだ。

愛結里は梨花の膝に馬乗りになり、ふたたび唇を寄せる。

執拗に啄ついばんで、ときおり口の端を舐める。梨花は「んん」と、気持ちよさそうに声を漏らす。

小さな菊の花模様が全体に散りばめられた白いワンピースの脇にあるファスナーをそっと引き下ろし、裾をつまんで頭から一気に脱がせる。

ふだんよりも少女趣味な下着をじいっと見つめる。

「あ……だって、今日は……するって、思ってなかったから」

慌てたようすで梨花が言いわけする。

これまで、梨花のほうから百合プレイを持ちかけてくるばかりだったが、そのとき彼女は意識して大人っぽい下着を身につけていたということだ。

なんてけなげでかわいいのだろう。

「こういう下着も好きですよ」

愛結里が目を細くして笑えば、梨花はどこかばつが悪そうに唇を尖らせた。

「愛結里も脱いで」

自分ばかりが下着姿にされたのではたまらないと言わんばかりに梨花は愛結里のセーターの裾を両手で掴んで持ち上げる。

「わかりました」

愛結里は手早くセーターを脱ぎ、穿いていたボトムスも脱いで傍かたわらに放った。

あまりにも潔いさぎよく愛結里がそうしたからか、梨花はきょとんとしている。目をまん丸にして、愛結里の黒い下着を見ていた。

「ほんと……愛結里って大人の女性って感じ……」

惚ほうけたようすで言ったあと、梨花は自分の下着を見て恥ずかしそうにしている。チェック柄のブラジャーとショーツはたしかに少し子どもっぽい。

「梨花様はどんなものでもお似合いになります。この下着だって……清楚せいそで可憐な梨花様をよく引き立てる」

チェック柄のブラジャーのカップ部分を指で辿たどっていく。

下着は幼気いたいけなのに、その内側に隠されているものはひどく扇情的せんじょうてきだということをすでによく知っている。そのギャップがたまらなく性欲を掻かき立てるのだとまでは口に出せなかった。

胸の谷間に指を潜もぐり込ませる。柔らかさと温もりに至福を感じながら、もう片方の手を梨花の背にまわしてブラジャーのホックを外した。

締めつけがなくなり、ブラジャーは乳房に乗っかっているだけになる。この無防備な状態が、じつはかなり好きだ。

胸を緩ゆるく覆おおうばかりのブラジャーの下に両手を差し込んで、形のよい乳房をやわやわと揉む。

すると梨花のほうも、愛結里の黒いレースのブラジャーのホックを弾はじいた。同じように、ブラジャーの下へと両手を忍び込ませて胸を揉みはじめる。

――もしかして梨花様も、この状態が好き？

膨ふくらみを揉んで、その先端がどこにあるのか手探りするのが好きなのかもしれない。

「あぁ……」

「ん、んぅ」

声を漏らしたのがどちらなのか、息をついたのがだれなのかわからない。夢中で互いの胸を手探りしていた。

乳房が見えずに触っているこの状態が好きなのに、しだいに『見たい』と思いはじめる。矛盾している。

「梨花様……」

呼びかけながら梨花のブラジャーを外し、ショーツもずり下げて裸にする。

梨花が「あなたも」というような強い視線を向けてきたので、そう言われる前に愛結里もすべてを脱ぎ去った。

ふたりとも裸になると、研究室の一室でいったいなにをしているのだろうという背徳感が強くなる。

それでも、止やめられない。愛おしい梨花を目の前にして『このあたりで切り上げる』などという選択肢せんたくしはない。

梨花が簡易ベッドに仰向けに寝転がる。長い黒髪が放射線状にシーツの上に広がっていた。

それだけで、なんの変哲もないベッドが華はなやぐ。不思議だ。

愛結里は深呼吸をする。そうして自身を落ち着かせなければ、肉欲ばかりが暴走して梨花を不快にさせてしまいそうで怖かった。

そんな愛結里の心理を見透かすように、あるいは宥なだめるように頬を撫でられた。

華奢きゃしゃな手に自分の手を重ねて目を瞑つむる。

「梨花様の手も、好きです。小さくて、柔らかくて……」

「愛結里だって同じなのに」

手のひら同士を突き合わせてみる。

梨花の言うとおり、大きさはさほど変わらなかったが、指は梨花のほうが細い。

「愛結里は弓道をしてるから、私よりも少しだけ指が逞たくましいのね」

悔くやしそうな梨花を見て愛結里は「ふふ」と笑い、指を絡ませた。

一糸まとわぬ無防備な梨花の脇腹を撫で上げ、ふたつの膨らみを手のひらで覆う。

すぐにでも先端を弄いじりたくなったが、我慢する。少しは焦じらすことも必要だ。そうすれば梨花はきっともっと快感に震えてくれる。

「あ、ぁん……うぅ」

喘ぎながらも梨花は愛結里の胸を掴む。やり返されるとは思っていなかった愛結里は「えっ」と短く声を上げた。

「だめ、だった？」

長い睫毛まつげをスイングさせて、梨花はうかがわしげな視線を向けてくる。

「いいえ……だめだなんて。ただ少し、驚いて」

素直に言えば、梨花はふわりと柔らかく笑った。

「愛結里に触ってもらうのが、好き。でも同じくらい……愛結里に触るのも、好きなの」

愛結里はこくりと頷く。

互いの胸を鷲掴みにしてぐにゃぐにゃと揉みまわす。

「はぅ、ぁん……あっ、あぅ……愛結里」

「あぁ……梨花様……ん、あっ……ふぅ」

名前を呼び合うだけで存在感が増すような気がした。

――いま梨花様の目には私しか映っていない。

嬉しくて、好きだという想いがますます募つのって、梨花の胸を揉む両手に自然と力がこもってしまう。

それは梨花も同じなのか、ふたりの乳房は上下左右に大きく乱れる。

先端は尖りきって、触ふれられるのをいまかいまかと待ちわびている。

愛結里は「はぁ、あぁ」と荒く息をしながら梨花の乳頭にゅうとうを指のあいだに挟んだ。

「ふぁう……！」

梨花の乳首にはまだ直接は触っていない。人差し指と中指のあいだで乳輪にゅうりんを締め上げただけだというのに、梨花は気持ちよさそうに体をくねらせた。

二本の指を交互に乳房ちぶさに沈ませることで乳頭を踊らせる。

「あっ、あっ……だめ、ちゃんと……んぅ、さわってぇ……！」

意地悪をしたいわけではない。悦よろこばせたいだけだ。それなのに、梨花が「もっと」とねだるのを心の奥底では楽しんでいる。

「はい、梨花様」

愛結里は身を屈かがめて舌を出す。

「ふぇっ？」

指で触れられるものと思っていたらしい梨花は驚いたようにぱちぱちと瞬まばたきをした。

頑かたくなに身を勃たたせている薄桃色の乳頭を、舌先でつっつく。

「ゃん、あっ、はぅ……！　あぅ、あっ……」

梨花は高い声を漏らして黒髪を振り乱す。どうしようもなく感じているようすなのに、その両手はきちんと愛結里の乳房を掴んだままだった。

鮮やかなピンク色の乳頭を根元からべろりと舐ねぶる。

「ひぁあぁぁ！」

叫ぶのと同時に梨花は愛結里の乳首をつまむ。梨花は意図してそうしているのではないかもしれない。

それでも、梨花の華奢きゃしゃな指に乳首を挟まれた愛結里は快感に酔う。身も心も満たされてゆく。

気がつけば梨花の脚へと手を伸ばしていた。自分の手や舌で、梨花という愛しい存在を確かめたくてたまらない。

すべやかな肌の感触を指の腹で堪能たんのうしながら脚の付け根へ右手を進ませる。そのあいだもずっと舌は動かし続けた。

同時に複数のことをするのはもともと得意だったが、梨花の秘めやかな箇所となればなおさら、思考も神経もめまぐるしく動く。

陰唇いんしんに辿たどりついた指先がぬるりとした蜜を掬すくう。

「にゃうっ……！」

猫が鳴くような声を出した梨花を、思わず顔を上げて凝視ぎょうししてしまう。

「や、いまのは……ええと、だって……！」

耳まで真っ赤になっている。

「かわいいです。もっと聞きたいです……猫みたいな梨花様の声」

「わ、わざとじゃないの。なんだか、そんな声が出ちゃったの……！」

なおも言いわけする梨花は本当に、目の中に入れても痛くないだろう。

「聞かせてください……『にゃあ』って」

蜜に濡れている指先で、梨花の肉芽にくめをゆるゆると擦さする。

「ぁ、あぅ……んっ、んん」

梨花は片手を口元に当てて、ためらうようすを見せる。

「ね……梨花様」

強請ねだると、梨花は観念したように眉根を寄せた。肉粒を擦こすり立てる指の動きを速くする。

「にゃ、あぁあぁっ……!!」

びくん、びくんと全身を痙攣けいれんさせ、梨花は絶頂を迎える。

梨花が達してもなおやめたくなくて、乳首を弄いじる。

「ねえ……愛結里？　舐なめあいっこが、したい」

突然の提案だった。梨花にはいつも驚かされる。

「はい、喜んで」

なにを『舐め合う』のか、互いに知っている。二冊目の百合プレイ教本に、やり方が書かれていた。まさか梨花も、あれを実践したいと思っているとは知らなかった。嬉しくて、高揚して、その行為をする前から興奮する。

他人には決して見せない秘所を舐め合うのは、特別な関係でなければできない。

「では……私が向きを変えますね」

愛結里は梨花の脚のほうへと向き直る。そうすれば必然的に、梨花の眼前に自分の秘所を晒さらすことになる。

恥ずかしい気持ちは多少あるが、梨花と舐め合いができる悦びのほうが大きかった。

濡れた陰部を、穴が開きそうなほどまじまじと見る。そうして観察していても、梨花からは見えないので咎とがめられない。

蜜に濡れた裂け目を、早く舌で舐めまわしたい。

愛結里は大きく息を吸い込んで準備を整える。

――途中で酸欠にならないようにしなければ。

ゆっくりと息を吐きだしながら、舌を伸ばして割れ目の端をなぞる。

「んんっ……！」

後方からの小さな呻うめき声。梨花の喘ぎ声を彼女の口のすぐそばで聞くことができないのは少し残念だが、自分の舌でもっと大きな嬌声きょうせいを引きだしたい。

どうすれば梨花が気持ちよくなるのか、教本の内容を思いだしながら裂け目の表皮で舌を蛇行だこうさせた。

「あぅ、あっ、あん……っ。愛結里、だめ……もっと、ゆっくり。じゃないと私……愛結里のを、舐められない……」

切羽詰まったようすで梨花に懇願こんがんされる。いけない、気が急せいていた。

「わかりました。ゆっくり……します」

緩慢かんまんに舌を動かす。梨花の動きは見えないので、陰部を舐められたのは唐突に思えた。

「んっ……！」

思いがけず体が震えてしまう。

――梨花様が、私の……を、舐めていらっしゃる。

とてつもない量の熱が全身を駆け巡るようだった。手足の先も、耳まで熱くなり、いたたまれなくなる。

全身から力が抜けて、自分自身を支えているのが辛つらくなった。

「あ、愛結里……？　大丈夫？」

四つん這ばいのまま、両手両脚を小刻みに震わせていたせいで梨花に心配をかけている。

「だいじょうぶ、です……。このまま、続けましょう？」

なんとかして自身を奮ふるい立たせ、梨花の陰唇にふたたび舌を這わせる。

「ん、う……」

喘ぐように返事をして、梨花もまた愛結里の陰部への愛撫を再開する。

「ふっ……うぅ、ん……っ」

梨花の舌が少しでも秘所に触れると、脳天までぞくりと戦慄わななく。気持ちがよくて、よすぎて、おかしくなってしまいそうだった。

しかしこれはあくまで『舐め合い』だ。

――私ばかりが気持ちよくなるわけにはいかない。

一人で同時に複数のことをするのは得意だが、自身が愛撫されながら相手に快感をもたらすことは不得意だったのかと思いながら、懸命に舌で梨花の秘め園を弄まさぐった。

いっぽうで梨花は、悶もだえながらも舌は確実に動かしていた。こういうことは彼女のほうが上手らしい。

梨花の新たな面を知ることができて嬉しくなる。

ふたりともがどんどん高まっていく。

息が切れてきた。陰核を嬲なぶる梨花の舌がたまらない享楽をもたらしてくれる。

「んんぁぁううぅっ……！」

絶叫したのは梨花か愛結里か、わからなかった。

時を同じくして恍惚境こうこつきょうを見たふたりはベッドに横たわる。

愛結里はもぞもぞと動いて体勢を変え、梨花と額を突き合わせた。

梨花がうっとりとしたようすで見つめてくる。愛結里はその唇を塞ふさぐ。絶頂を迎えたばかりなのにまた体が燻くすぶってきた。

梨花の胸を揉み、その先端を引っ張り上げる。

「やぁん……」

「お嫌でしたか？」

「……んん。やじゃ……ない。もっと……されたいし、したい」

希こいねがう様さまがけなげで、愛おしくて、胸を締めつけられる。

「梨花様、愛しています」

想いの丈たけは、かつてためらっていたのが嘘のようにすんなりと出てくる。

「私のほうが愛してるわ」

はにかんだようすで唇を尖とがらせている梨花を、またも『好き』だと思う。

無性に触れたくなって、梨花の柔らかな双乳そうにゅうを掴む。しばらくそこで手遊びをしたあとで、片手を脚のほうへと向かわせた。

二度、絶頂を極めたことで、梨花の太ももの内側は愛液に濡れていた。

ぬめりけを楽しみながら指を走らせ、狭い隘路あいろのようすをうかがう。

「あぅ……ん」

蜜壺みつつぼの中はよく潤うるおっていて、温かい。

少しでも指を前後させると、ぐちゅ、ぬちゅっと卑猥な水音がする。

「んふ、んっ……はぁ……」

乳首や陰核を弄いじるときとは反応が違う。梨花が急に大人になってしまったような錯覚に陥おちいった。それほど艶なまめかしい。

左手の人差し指で胸の蕾を、右手の中指で蜜壺を刺激すると、梨花も同じことを返してきた。

「ぁ……梨花様……ん、あぁっ……」

――私はやっぱり、されながらするのは苦手だ。

意識をどこへ持っていけばよいのかわからなくなる。

それでも懸命に梨花の体を愛めでる。しだいにふたりのあいだには隙間すきまがなくなり、胸同士が密着した。

教本の写真が脳裏によぎる。横向きに寝転がったまま脚を絡ませ、互いの切ない箇所を擦り合わせるのだ。

梨花の脚のあいだに自分の脚を潜り込ませ、貝合わせになるよう向きを調整する。

「はぅ……あ、あぁ……これ、きもちぃ……！」

「私も、です……梨花様が擦こすれて、きもちいぃ」

なにか考えるよりも先に梨花の唇に自分の唇を重ねていた。押しつけたと言ったほうが正しい。

角度を変えながら柔らかな唇を味わう。すぐにたまらなくなって舌を挿さし入れた。

「うぅ、んんぅっ……」

梨花の甘やかな呻き声を聞くだけで下半身の敏感な豆粒が熱を持つようだった。

舌の根元を絡からめとってくすぐると、梨花はますます気持ちよさそうによがる。

「愛結里……はぁ……あぁんっ！」

互いに肩を揺らして乳首と乳首をぶつけあう。弾はじかれて、押しつぶして、重なる。なにもかもが快感だった。

「梨花様……っ、私……イッてしまいそうです……！　あ、はぁっ……あぁ、イク……もう、イク……ッ！」

「愛結里……！　一緒に、イきたいのぉっ……あぁ、ふぁぁああ……っ!!」

階段を駆け上るときのようになにもかもが昇りつめる。そうして爆はぜた。重ね合わせている脚がビクッ、ビクッと震え、全身に快こころよい波が広がる。

ふたりはぐたりと体を弛緩しかんさせた。時間が経っても、いっこうに息が整ととのわなかった。

もうすっかり陽が暮れて、窓の外は暗くなっている。

上気した梨花の頬を撫で、くちづける。恋人はくすぐったそうに目を眇すがめた。

「……んん」

まるで手遊びをするように、梨花は愛結里の乳首を指先で押す。

愛結里もまた梨花の乳首に触れたくなって、そっと指で押した。そのまま捏こねる。

「ん、あぅん……」

梨花の高い声をすぐそばで聞きたくて顔を寄せる。

乳首を引っ張ったり押し込んだりしていれば、吐息をたっぷりと含んだ嬌声きょうせいを聞くことができる。

「あん、ぁっ……ふうぅ……」

何度、絶頂を迎えても満足することはないのかもしれない。

「ねぇ……愛結里」

耳元で響く、愛しい人の声。

「なんでしょう、梨花様」

梨花の、汗ばんだ額に貼りついていた黒髪をそっと指で掬すくう。

「今夜は……一緒に寝たいの」

潤うるんだ瞳で見つめられた愛結里は「はい」と即答する。

梨花の裸の腰に腕をまわして抱きしめ、その肩に顔を埋めて「ずっと一緒です」と囁ささやいた。
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